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韓
国
と
北
韓
は
５
日
、
２７
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
南
北
首
脳
会
談
の
儀
典
と
警
護
、
報
道
対
応
に
つ
い
て
話
し
合
う
実
務
会
談
を
、
南
北

軍
事
境
界
線
が
あ
る
板
門
店
の
韓
国
側
施
設
「
平
和
の
家
」
で
開
い
た
。
会
談
に
は
韓
国
側
か
ら
国
家
情
報
院
の
金
相
均
第
２
次
長
、
青
瓦

台
の
趙
漢
起
儀
典
秘
書
官
、
大
統
領
秘
書
室
の
尹
建
永
国
政
状
況
室
長
ら
５
人
が
出
席
し
た
。
北
韓
側
か
ら
金
チ
ャ
ン
ソ
ン
国
務
委
員
会
部

長
を
は
じ
め
６
人
が
会
談
に
臨
ん
だ
。

南北高官級会談を終え共同声明発表に臨む韓国の趙明均統一部長官（右）
と北韓の李善権・祖国平和統一委員長（３月２９日、板門店統一閣）

第
５４
回
定
期
中
央
大
会
で

委
任
さ
れ
て
い
た
３
機
関
役

員
、
直
選
中
央
委
員
、
顧
問
、

中
央
執
行
委
員
が
決
定
し

た
。２

世
３
世
増
え
る

５３
期
に
比
べ
て
直
選
中
央

委
員
と
執
行
委
員
で
２
世
以

降
の
世
代
が
増
え
た
。
中
央

本
部
は
５
日
、
朴
安
淳
議
長

名
で
残
り
一
人
の
副
議
長
を

含
め
５４
期
人
事
を
発
表
し

た
。

◆
副
議
長

趙
龍
済
（
前
神
奈
川
本
部
監

察
委
員
長
）

◆
直
選
中
央
委
員
（
定
員
４８

人
）朴

安
淳
、
韓
賢
澤
、
趙
龍

済
、
呂
健
二
、
鄭
夢
周
、
呉

英
義
、
任
泰
洙
、
李
根
�
、

金
利
中
、
金
泰
勲
、
徐
元
�
、

朴
相
泓
、
李
清
鍵
、
金
昭
夫
、

南
照
男
、
李
壽
源
、
李
秀
夫
、

金
一
雄
、
林
三
鎬
、
朴
平
造
、

呉
龍
夫
、
朴
元
淳
、
陳
賢
徳
、

李
正
一
、
柳
時
悦
、
高
英
毅
、

朴
一
、
洪
政
國
、
李
成
市
、

呉
賛
益
、
薛
幸
夫
、
金
和
男
、

姜
昌
萬
、
許
謹
一
、
鄭
善
博
、

羅
基
組
、
丁
廣
鎮
、
禹
日
生
、

宋
栄
奉
、
景
民
杓
、
金
一
男
、

朴
得
鎮
、
崔
益
雄
、
姜
昌
憲
、

白
海
秦
�
４５
人
（
欠
員
３

人
）

◆
顧
問
（
常
任
顧
問
）

呉
公
太
、
金
宰
淑
、
辛
容
祥
、

丁
海
龍
、
兪
在
根
、
洪
性
仁
、

金
昌
植
、
韓
在
銀
、
許
孟
道
、

金
漢
翊
、
洪
采
植
�
１１
人

（
顧
問
）
厳
學
燮
、陳
源
烈
、

�
善
�
、
趙
忠
来
、
黄
昌
柱
、

金
時
鐘
、
鄭
幸
男
、
鄭
圭
泰
、

郭
裕
之
、
陳
東
徹
、
夫
昇
培
、

李
愚
京
、
高
富
仁
、
金
二
泰
、

徐
東
湖
、
崔
金
粉
、
成
鍾
泰
、

朴
昌
洙
、
具
文
浩
、
崔
東
佑
、

卞
利
長
、
金
龍
涛
、
崔
潤
、

朴
小
秉
、
孫
京
翼
�
２５
人

◆
中
央
執
行
委
員
（
定
員
２５

人
）呂

健
二
、
鄭
夢
周
、
呉
英

義
、
任
泰
洙
、
李
根
�
、
金

利
中
、
金
泰
勲
、
徐
元
�
、

朴
相
泓
、
金
秀
吉
（
関
東
地

協
）
金
政
郁
（
東
北
地
協
）

朴
茂
安
（
中
北
地
協
）
呉
龍

浩
（
近
畿
地
協
）
李
英
俊
（
中

国
地
協
）
李
相
鎬
（
九
州
地

協
）
朴
善
岳
（
婦
人
会
中
央

会
長
）
金
光
一
（
韓
商
連
会

長
）
崔
相
英
（
体
育
会
中
央

会
長
）
朴
裕
植
（
青
年
会
中

央
会
長
）
李
順
載
（
神
奈
川

本
部
団
長
）
李
圭
燮
（
兵
庫

本
部
団
長
）
金
政
弘
（
京
都

本
部
団
長
）
李
宇
海
（
法
曹

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
長
）
李
清
鍵

（
組
織
局
長
）
未
定
１
人

韓
国
側
代
表
団
の
尹
室
長

は
文
在
寅
大
統
領
の「
腹
心
」

と
さ
れ
る
人
物
で
、
先
月
５

日
か
ら
２
日
間
、
文
大
統
領

の
特
使
と
し
て
鄭
義
溶
国
家

安
保
室
長
と
北
韓
を
訪
問

し
、
金
正
恩
朝
鮮
労
働
党
委

員
長
と
会
談
し
た
ほ
か
、
今

週
平
壌
で
開
か
れ
た
韓
国
芸

術
団
と
テ
コ
ン
ド
演
武
団
の

公
演
に
も
同
行
し
た
。

北
韓
側
代
表
団
の
首
席
代

表
を
務
め
た
金
部
長
は
金
正

恩
政
権
で
秘
書
室
長
役
を
務

め
て
い
る
と
さ
れ
る
。
２
月

に
は
金
委
員
長
の
特
使
と
し

て
韓
国
を
訪
問
し
た
委
員
長

の
妹
の
金
与
正
党
第
１
副
部

長
を
含
む
高
官
代
表
団
に
参

加
し
、
注
目
を
集
め
た
。

実
務
会
談
で
は
、
金
委
員

長
が
南
北
軍
事
境
界
線
を
越

え
て
首
脳
会
談
会
場
の
平
和

の
家
ま
で
移
動
す
る
経
路
、

文
大
統
領
と
初
め
て
顔
を
合

わ
せ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
方

法
、
首
脳
会
談
の
時
間
、
昼

食
と
夕
食
の
扱
い
な
ど
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
と
予
想
さ
れ

る
。
首
脳
会
談
が
こ
の
日
の

実
務
会
談
と
同
じ
会
場
で
開

か
れ
る
こ
と
か
ら
、
文
大
統

領
と
金
委
員
長
の
動
線
に
関

し
現
場
で
点
検
し
た
可
能
性

も
あ
る
。
報
道
対
応
に
つ
い

て
は
、
首
脳
会
談
を
取
材
す

る
南
北
の
記
者
団
の
規
模

や
、
テ
レ
ビ
で
生
中
継
を
す

る
か
ど
う
か
な
ど
が
話
し
合

わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

実
務
会
談
に
先
立
つ
４

日
、
韓
国
青
瓦
台
の
高
官
は

韓
国
記
者
団
に
対
し
、
南
北

首
脳
会
談
の
議
題
に
つ
い

て
、
「
最
も
重
要
な
議
題
は

韓
半
島
の
非
核
化
と
平
和
定

着
だ
と
し
た
上
で
「
経
済
協

力
は
今
回
の
会
談
で
は
中
心

的
な
議
題
と
は
考
え
て
い
な

い
」と
述
べ
た
。
ま
た
、「
国

連
安
全
保
障
理
事
会
に
よ
る

制
裁
が
行
き
着
く
と
こ
ろ
ま

で
行
っ
て
い
る
た
め
、
経
済

協
力
に
つ
い
て
は
南
北
の
合

意
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
だ

ろ
う
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

政
府
は
先
月
南
北
首
脳
会
談

準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た

際
、
経
済
副
首
相
を
準
備
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
含
め
な

か
っ
た
。

同
高
官
は
「
南
北
・
米
朝

首
脳
会
談
が
う
ま
く
進
行

し
、
成
果
を
出
せ
ば
国
連
や

国
際
社
会
の
支
持
が
得
ら

れ
、
そ
の
後
に
経
済
協
力
問

題
が
議
論
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
「
南
北
首
脳
会
談
準

備
委
員
会
に
経
済
分
野
が
入

っ
て
い
な
い
が
、
議
論
が
う

ま
く
進
行
し
、
次
の
段
階
に

移
れ
ば
そ
の
時
は
首
脳
会
談

準
備
委
の
中
心
に
な
る
の
で

は
な
い
か
」
と
考
え
を
示
し

た
。大

統
領
府
の
別
の
関
係
者

は
「
今
後
数
カ
月
か
け
て
非

核
化
を
集
中
的
に
議
論
し
、

あ
る
程
度
成
果
が
出
れ
ば
、

国
連
や
国
際
社
会
の
支
持
を

得
て
経
済
協
力
に
つ
い
て
も

話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
次
の
段
階
で
は
首
脳

会
談
準
備
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
が
経
済
政
策
担
当
者
中
心

に
な
る
と
思
う
」
と
述
べ
た
。

文
大
統
領
は
「
韓
半
島
経
済

地
図
構
想
」
を
大
統
領
選
公

約
と
し
て
掲
げ
て
い
た
。

南
北
は
３
月
２９
日
、
首
脳

会
談
の
準
備
の
た
め
の
高
官

級
会
談
を
開
き
共
同
声
明
文

を
採
択
し
た
。
今
月
１８
日
頃

に
閣
僚
級
会
談
を
開
き
、
首

脳
会
談
の
準
備
状
況
を
最
終

的
に
点
検
す
る
見
通
し
だ
。

民
団
中
央
本
部
の
呂
健
二

団
長
は
１６
日
、朴
安
淳
議
長
、

金
春
植
監
察
委
員
、
徐
元
�

事
務
総
長
と
と
も
に
立
憲
民

主
党
の
枝
野
幸
男
代
表
を
衆

議
院
第
一
議
員
会
館
特
別
室

に
表
敬
訪
問
し
た
。

懇
談
の
席
に
は
同
党
の
福

山
哲
郎
幹
事
長
、
海
江
田
万

里
最
高
顧
問
、
末
松
義
規
衆

議
院
議
員
、
手
塚
仁
雄
衆
議

院
議
員
、
初
鹿
明
博
衆
議
院

議
員
が
同
席
。
枝
野
代
表
は

「
わ
が
党
は
昨
年
秋
に
立
ち

上
が
っ
た
新
党
だ
が
、
日
韓

関
係
の
改
善
を
め
ざ
す
方
向

性
に
お
い
て
は
民
団
の
皆
さ

ん
と
同
じ
立
場
で
あ
る
」
と

新
団
長
就
任
を
歓
迎
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
呂
団
長
は

昨
年
の
日
韓
両
国
往
来
者
数

が
９
５
０
万
人
に
達
し
た
こ

と
に
触
れ
「
こ
の
数
字
か
ら

両
国
国
民
が
お
互
い
に
関
心

と
好
感
を
抱
い
て
い
る
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。
草
の
根
民

間
交
流
に
力
量
を
傾
注
し
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

韓国料理レシピ教え２０年
東京・新大久保で料理だけ

でなく、背景にある歴史と文
化も伝えてきた趙善玉料理研
究院。プロの料理研究家を数
え切れないほど輩出した。

（４面）

京都東九条の識字教室
オモニハッキョが閉校
４０年間、延べ５００人以上の在日１世らが日本

語の読み書きを学んだ。生徒の高齢化が進む中、
参加者の減少で惜しまれつつ門を閉じる。

（５面）

朴
槿
恵
前
大
統
領
（
６６
）

の
判
決
公
判
が
６
日
、
ソ
ウ

ル
中
央
地
裁
で
開
か
れ
、
懲

役
２４
年
、
罰
金
１
８
０
億
ウ

ォ
ン
（
約
１８
億
円
）
を
言
い

渡
し
た
。
朴
前
大
統
領
は
大

企
業
ト
ッ
プ
か
ら
不
正
な
請

託
を
受
け
、
巨
額
の
資
金
を

受
け
取
っ
た
容
疑
で
収
賄
罪

な
ど
に
問
わ
れ
て
い
た
。

同
地
裁
は
朴
前
大
統
領
の

起
訴
内
容
の
う
ち
、
大
企
業

に
資
金
を
拠
出
さ
せ
た
と
す

る
職
権
乱
用
罪
と
強
要
罪
に

つ
い
て
有
罪
と
認
定
し
た
。

親
友
の
崔
順
実
被
告
（
６１
）

と
共
謀
、
サ
ム
ス
ン
グ
ル
ー

プ
か
ら
不
正
に
計
約
２
９
８

億
ウ
ォ
ン
の
資
金
を
受
け
取

っ
た
な
ど
と
し
て
昨
年
４
月

に
起
訴
さ
れ
た
。

朴
前
大
統
領
は
昨
年
秋
か

ら
出
廷
拒
否
を
続
け
て
お

り
、
判
決
公
判
の
６
日
も
欠

席
し
た
。
朴
被
告
の
国
選
弁

護
人
は
判
決
後
、
「
最
善
を

尽
く
し
た
が
判
決
結
果
が
あ

ま
り
に
も
悪
く
、
残
念
だ
」

と
述
べ
た
。

ま
た
、
「
控
訴
審
や
大
法

院
（
最
高
裁
）
で
別
の
判
断

が
下
さ
れ
る
と
信
じ
て
い

る
」と
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、

「
被
告
の
利
益
の
た
め
最
後

ま
で
最
善
を
尽
く
す
」
と
表

明
し
、
「
真
実
は
い
ず
れ
明

ら
か
に
な
る
は
ず
だ
」
と
主

張
し
た
。

控
訴
す
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
、
「
ど
ん
な
方
法
を

取
っ
て
で
も
朴
前
大
統
領
の

意
思
を
確
認
し
、
追
っ
て
公

表
す
る
」
と
し
た
。

枝野幸男立憲民主党代表（手前左）と呂健二団長（手前右）

１
日
に
始
ま
っ
た
韓
米
両

軍
の
海
軍
・
海
兵
隊
に
よ
る

定
例
の
上
陸
演
習
「
双
竜
訓

練
」
が
８
日
、
終
了
し
た
。

訓
練
に
は
強
襲
揚
陸
艦
「
ワ

ス
プ
」
や
「
ボ
ノ
ム
・
リ
シ

ャ
ー
ル
」
、
韓
国
海
軍
の
揚

陸
艦
「
独
島
」
な
ど
が
参
加

し
た
。
ワ
ス
プ
に
は
最
新
鋭

ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
Ｆ
３５
Ｂ
が

６
機
搭
載
さ
れ
、
３
日
の
上

陸
作
戦
の
予
行
演
習
に
投
入

さ
れ
た
。
Ｆ
３５
Ｂ
が
両
軍
の

上
陸
訓
練
に
参
加
し
た
の
は

初
め
て
。

韓
米
両
軍
は
５
日
、
海
軍

や
海
兵
隊
の
大
規
模
な
戦
力

を
動
員
し
、
空
中
と
海
上
で

の
上
陸
訓
練
を
実
施
す
る
計

画
だ
っ
た
が
、
天
候
悪
化
の

た
め
中
止
と
な
っ
た
。
大
規

模
な
上
陸
訓
練
が
中
止
さ

れ
、
双
竜
訓
練
全
体
が
例
年

よ
り
縮
小
さ
れ
た
。

韓
国
軍
関
係
者
は
「
３
日

に
大
規
模
な
予
行
演
習
を
行

い
、
所
定
の
訓
練
の
目
的
を

達
成
し
た
」
と
し
た
上
で
、

「
上
陸
訓
練
を
除
き
、
計
画

し
て
い
た
そ
の
他
の
訓
練
は

正
常
に
行
わ
れ
た
」
と
説
明

し
た
。

韓
米
両
軍
は
２３
日
か
ら
は

２
週
間
、
有
事
の
際
の
シ
ナ

リ
オ
別
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
中
心
と
す
る
指
揮
所
演
習

「
キ
ー
・
リ
ゾ
ル
ブ
」
を
実

施
す
る
。
演
習
に
は
米
軍
約

１
万
２
２
０
０
人
が
参
加
す

る
。例

年
は
３
月
初
旬
か
ら
４

月
末
ま
で
２
カ
月
か
け
て
行

わ
れ
て
い
た
が
、
平
昌
冬
季

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

期
間
を
避
け
、
期
間
も
半
減

し
た
。
韓
米
両
軍
は
例
年
と

異
な
り
、
今
年
は
訓
練
を
公

開
し
な
か
っ
た
。
２７
日
の
南

北
首
脳
会
談
や
来
月
の
米
朝

首
脳
会
談
を
控
え
、
北
韓
を

刺
激
し
な
い
た
め
の
措
置
と

見
ら
れ
る
。

金
正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員

長
は
３
月
の
韓
国
特
使
団
と

の
会
談
で
、
米
韓
演
習
に
つ

い
て
例
年
通
り
の
水
準
で
の

実
施
に
理
解
を
表
明
し
て
い

た
。

在
外
同
胞
財
団
（
韓
佑
成

理
事
長
）
で
は
、
今
年
１０
月

２２
日
か
ら
２５
日
ま
で
の
３
泊

４
日
間
に
わ
た
っ
て
仁
川
広

域
市
内
で
実
施
さ
れ
る
「
ヤ

ン
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
へ
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
る
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
「
世
界
韓
商

大
会
」
と
連
繋
し
て
い
る
事

業
で
、
在
日
同
胞
を
含
め
た

次
世
代
経
済
人
を
育
成
す
る

た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
参

加
者
交
流
行
事
が
多
角
的
に

組
ま
れ
て
い
る
。

海
外
か
ら
の
参
加
対
象
は

満
４５
歳
以
下
で
、
韓
国
国
外

に
進
出
し
て
い
る
在
外
同
胞

事
業
家
、
Ｃ
Ｅ
О
ま
た
は
専

門
経
済
人
。
本
人
の
国
籍
は

問
わ
な
い
。

定
員
は
国
内
外
あ
わ
せ
て

１
５
０
人
で
、
そ
の
内
５０
人

を
新
規
参
加
者
と
規
定
し
て

い
る
。

事
業
の
詳
細
と
応
募
要
領

は
在
外
同
胞
財
団
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
参
照
の
こ
と
。
申

請
書
も
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
。
締
め
切
り
は

５
月
１８
日
ま
で
。

２７
日
の
南
北
首
脳
会
談

経
済
協
力
は
信
頼
醸
成
後

実務会談で準備進む

主主
議議
題題
はは
「「
非非
核核
化化
」」

中
央
委
員
、顧
問
な
ど
決
定

朴
前

大
統
領
懲
役
２４
年

ソ

ウ

ル

地
裁
判
決

「
職
権
乱
用
と
強
要
の
罪
」

立
憲
民
主
党
を
表
敬

韓
日
改
善
「
目
ざ
す
方
向
は
同
じ
」
３機関長

第
５４
期
体
制
ス
タ
ー
ト

ヤング・ビジネスリーダー

フォーラム参加者募集
在外同胞財団

韓
米
上
陸
演
習
終
わ
る

Ｆ
３５
Ｂ
戦
闘
機
が
初
参
加

（毎週水曜日発行）週 刊２０１８年４月１１日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）

次
号
は
４
月
２５
日
付
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◆東大門、夜の闇市始まる

ソウルの夜市として海外からの観

光客にも人気の「ソウル・パム・ト

ッケビ・ナイトマーケット（ソウル

夜の闇市）」が今年もスタートした

�写真。１０月２８日まで、毎週金・土

曜の１８時～２３時に東大門デザインプ

ラザ（ＤＤＰ）で開催される。屋台

フードトラックは同市場の名物で韓

食はもちろん、世界各国のグルメが

並ぶ。ハンドメイドのアクセサリー

などのフリーマーケットも。

◆チェ・ジウが電撃結婚

人気女優、チェ・ジウ（本名チェ

・ミヒャン、４３）は一般会社員と３

月２９日にプライベートな結婚式を挙

げた�写真。こ

の日、公式ファ

ンサイト「スタ

ージウ」に結婚

したことを盛り

込んだ直筆の手

紙をアップ。手

紙には「あまり

にも幸せなニュ

ースを伝えま

す」とし、「３

月２９日、今日は

私の人生の伴侶

とともに新たな

スタートを約束

した日」だとし

た。

◆キム・ヨナ、４年ぶりアイスショー

「フィギュア女王」キム・ヨナが

４年ぶりにアイスショーに出演す

る。キム・ヨナのアイスショー出演

は２０１４年の引退記念として開催され

た「オール・ザット・スケート２０１４」

以来４年ぶり。まだどんな形でキム

・ヨナが出演するかは決まっていな

いが、キム・ヨナの振付師だったデ

ビッド・ウィルソン氏が協力する。

◆防弾少年団、オリコン１位に

人気ボーイズグループ「防弾少年

団（ＢＴＳ）」が４日に公開された3
rd オリジナルアルバム「 FACE
YOURSELF」が発売初日に日本の

オリコンチャートのデイリーＣＤア

ルバムランキングで１位になった。

同アルバムはリリース後、世界４９カ

国のiTunesトップアルバムチャート

でも１位になった。今月、横浜アリ

ーナと大阪城ホールで日本公式ファ

ンミーティングを開催する。

◆全国の市内バスに無料Wi–Fi
韓国の科学情報通信部が６日、１７

の地方自治団体と「公共Wi–Fi拡大

協約」を締結した。９月から全国の

市内バス約３万３０００台のうち、４２００

台で乗客が無料公衆無線LANのWi–
Fiを利用できるようになる。同部で

は、「公共Wi–Fiを拡大し、国民の

情報アクセス向上と通信費の削減を

推進する」と述べている。

２
日
、
韓
国
国
会
と
テ
コ

ン
ド
界
に
よ
る
と
、
先
月
３０

日
、
「
大
韓
民
国
の
国
技
を

テ
コ
ン
ド
に
」
と
い
う
内
容

が
盛
り
込
ま
れ
た
「
テ
コ
ン

ド
振
興
お
よ
び
テ
コ
ン
ド
公

園
造
成
な
ど
に
関
す
る
法
律

（
テ
コ
ン
ド
法
）
一
部
改
正

法
律
案
」
が
国
会
を
通
過
し

た
。同

法
案
は
正
し
い
未
来
党

の
李
銅
燮
議
員
を
代
表
と
す

る
与
野
党
議
員
２
２
５
人
が

共
同
発
議
し
た
。
李
議
員
自

身
も
テ
コ
ン
ド
９
段
で
、
昨

年
発
足
し
た
国
会
議
員
テ
コ

ン
ド
連
盟
の
初
代
総
裁
を
務

め
て
い
る
。

李
議
員
は
法
案
の
本
会
議

上
程
に
先
立
ち
、
「
中
国
の

『
テ
コ
ン
ド
東
北
工
程
』
に

対
応
し
、
五
輪
正
式
種
目
を

維
持
す
る
た
め
に
テ
コ
ン
ド

の
国
技
指
定
は
絶
対
に
必

要
」
と
強
調
し
た
。

こ
れ
ま
で
テ
コ
ン
ド
は
慣

習
的
に
韓
国
の
国
技
と
し
て

認
識
さ
れ
て
き
た
が
、
法
律

に
は
指
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

法
的
な
地
位
は
認
め
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。

今
回
、
法
案
が
国
会
本
会

議
を
通
過
し
た
こ
と
を
受

け
、
テ
コ
ン
ド
は
国
家
レ
ベ

ル
で
の
さ
ら
な
る
体
系
的
な

支
援
と
育
成
が
期
待
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

リオ五輪で金メダルを獲得したオヘリ（左）

来
年
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
女
子
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
フ

ラ
ン
ス
２
０
１
９
の
出
場
権

を
か
け
た
Ａ
Ｆ
Ｃ
女
子
ア
ジ

ア
カ
ッ
プ
ヨ
ル
ダ
ン
２
０
１

８
が
８
日
に
開
幕
、
韓
国
は

初
戦
、
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
６

位
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
引

き
分
け
、
勝
ち
点
１
を
確
保

し
た
。

尹
徳
汝
監
督
が
率
い
る
韓

国
代
表
は
８
日
（
日
本
時

間
）
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
ア
ン
マ

ン
で
豪
州
と
対
戦
、
０
―
０

で
引
き
分
け
た
。
韓
国
代
表

の
エ
ー
ス
、
池
笑
然
は
こ
の

日
の
試
合
で
国
際
Ａ
マ
ッ
チ

１
０
０
試
合
出
場
を
達
成

し
、
韓
国
女
子
サ
ッ
カ
ー
選

手
と
し
て
４
人
目
と
な
る
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
Ａ
マ

ッ
チ
１
０
０
試
合
出
場
）
入

り
し
た
。

韓
国
（
１６
位
）
の
入
っ
た

Ｂ
組
の
中
で
豪
州
は
世
界
ラ

ン
キ
ン
グ
が
ア
ジ
ア
で
最
も

高
い
強
豪
だ
。日
本（
１１
位
）、

ベ
ト
ナ
ム
（
３５
位
）
と
の
対

戦
を
前
に
勝
ち
点
１
の
獲
得

は
大
き
い
。

こ
の
大
会
、
上
位
５
チ
ー

ム
に
来
年
の
Ｗ
杯
フ
ラ
ン
ス

大
会
の
出
場
権
が
与
え
ら
れ

る
。
韓
国
は
１０
日
に
日
本
、

１３
日
に
ベ
ト
ナ
ム
と
対
戦
す

る
。
グ
ル
ー
プ
２
位
以
内
に

入
れ
ば
準
決
勝
に
進
出
す
る

と
と
も
に
、
Ｗ
杯
出
場
権
を

獲
得
、
グ
ル
ー
プ
３
位
で
も

５
位
決
定
戦
で
勝
て
ば
出
場

権
を
得
る
。

チ

ソ

ヨ

ン

豪
州
選
手
と
せ
り
合
う
エ
ー
ス
、
池
笑
然

大
韓
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
鄭

夢
奎
会
長
が
３
月
３０
日
、
釜

山
で
開
か
れ
た
東
ア
ジ
ア
サ

ッ
カ
ー
連
盟
（
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｆ
）

の
総
会
で
新
会
長
に
選
出
さ

れ
た
。
昨
年
ま
で
日
本
が
務

め
て
い
た
会
長
国
は
今
年
、

韓
国
に
移
る
。
任
期
は
２
０

２
０
年
３
月
ま
で
の
２
年

間
。
副
会
長
に
は
田
嶋
幸
三

氏
（
日
本
）
、
孫

氏
（
中

国
）
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ホ
ン

（
香
港
）
が
選
ば
れ
、
事
務

総
長
に
は
朴
ヨ
ン
ス
大
韓
サ

ッ
カ
ー
協
会
国
際
チ
ー
ム
長

が
任
命
さ
れ
た
。

ま
た
総
会
で
は
、
来
年
、

韓
国
で
開
催
さ
れ
る
東
ア
ジ

ア
サ
ッ
カ
ー
連
盟
選
手
権

（
Ｅ
―
１
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ

ッ
プ
）
の
１
次
予
選
を
今
年

９
月
に
モ
ン
ゴ
ル
で
、
２
次

予
選
は
１１
月
に
台
湾
で
開
く

こ
と
を
決
め
た
。
韓
国
は
開

催
国
で
あ
り
、
男
女
と
も
予

選
は
免
除
と
な
る
。
こ
の
ほ

か
、
男
子
Ｕ
―
１５
の
東
ア
ジ

ア
大
会
を
７
月
に
中
国
で
開

催
す
る
。

Ｋ
Ｂ
Ｌ
は
来
季
（
２
０
１

８
～
１９
）
か
ら
外
国
人
選
手

の
身
長
を
２
�
以
下
に
制
限

す
る
。
各
チ
ー
ム
は
外
国
人

選
手
を
２
人
ま
で
保
有
で
き

る
が
、
「
長
身
」
は
２
０
０

�
以
下
、
「
短
身
」
は
１
８

６
�
以
下
が
基
準
だ
。

米
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
Ｎ

Ｂ
Ａ
）
の
「
キ
ン
グ
」
レ
ブ

ロ
ン
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
（
３４
、

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
）
も
身
長

が
２
０
３
�
の
た
め
韓
国
で

は
プ
レ
ー
で
き
な
い
。

Ｋ
Ｂ
Ｌ
が
外
国
人
選
手
の

身
長
の
上
限
を
決
め
た
の
は

０８
～
０９
シ
ー
ズ
ン
以
来
１０
年

ぶ
り
。
０７
～
０８
シ
ー
ズ
ン
に

は
上
限
を
２
０
８
�
と
し
、

２
人
の
外
国
人
選
手
の
身
長

を
合
わ
せ
て
４
�
を
超
え
て

は
な
ら
な
か
っ
た
。

Ｋ
Ｂ
Ｌ
の
関
係
者
は
「
身

長
が
低
い
外
国
人
選
手
が
プ

レ
ー
す
れ
ば
競
技
が
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
な
り
得
点
が
増
え

る
。
興
行
に
プ
ラ
ス
の
影
響

を
与
え
る
だ
ろ
う
」と
し「
身

長
が
高
い
外
国
人
セ
ン
タ
ー

が
ゴ
ー
ル
下
だ
け
を
攻
略
す

る
面
白
み
の
な
い
バ
ス
ケ
ッ

ト
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
」
と

説
明
し
た
。

こ
の
制
限
に
各
球
団
と
も

頭
を
悩
ま
せ
て
お
り
「
短
期

間
に
身
長
を
減
ら
す
方
法
」

を
研
究
す
る
状
況
ま
で
生
じ

て
い
る
。
あ
る
球
団
関
係
者

は
「
バ
ー
ベ
ル
を
長
く
持
っ

た
後
に
身
長
を
測
定
す
れ
ば

低
く
な
る
と
聞
い
た
の
で
試

し
て
い
る
」
と
伝
え
た
。

男
子
プ
ロ
テ
ニ
ス
協
会

（
Ａ
Ｔ
Ｐ
）
が
２
日
に
発
表

し
た
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
で
韓

国
の
鄭
現
�
写
真
�
が
前
回

の
２３
位
か
ら
１９
位
に
上
が
っ

た
。
鄭
は
３
月
２８
日
（
現
地

時
間
）
に
行
わ
れ
た
マ
イ
ア

ミ
オ
ー
プ
ン
の
男
子
シ
ン
グ

ル
ス
準
々
決
勝
で
ジ
ョ
ン
・

イ
ス
ナ
ー（
米
国
、
同
１７
位
）

に
０
―
２
（
１
―
６
、
４
―

６
）
で
敗
れ
た
が
、
ベ
ス
ト

８
入
り
で
Ａ
Ｔ
Ｐ
の
ラ
ン
キ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
１
８
０
点
と

賞
金
１６
万
７
１
９
５
ド
ル
を

獲
得
し
た
。
ト
ッ
プ
２０
入
り

は
韓
国
選
手
で
初
と
な
る
。

鄭
は
１
月
に
行
わ
れ
た
全

豪
オ
ー
プ
ン
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
で
韓
国
勢
初
の
四
大
大
会

４
強
入
り
を
果
た
し
、
世
界

ラ
ン
キ
ン
グ
が
大
会
前
の
５８

位
か
ら
２９
位
に
躍
進
。
２
０

０
７
年
の
全
米
オ
ー
プ
ン
で

１６
強
入
り
し
た
李
亨
沢
（
０９

年
引
退
）
が
持
っ
て
い
た
歴

代
最
高
ラ
ン
ク
（
３６
位
）
を

抜
い
た
。

３
月
１９
日
に
発
表
さ
れ
た

ラ
ン
キ
ン
グ
で
２３
位
に
浮
上

し
、
日
本
の
錦
織
圭
（
同
３３

位
）
を
抜
き
ア
ジ
ア
勢
ト
ッ

プ
に
躍
り
出
た
。

ア
ジ
ア
の
選
手
が
ト
ッ
プ

２０
に
入
っ
た
の
は
、
ビ
ジ
ャ

イ
・
ア
ム
リ
ト
ラ
ジ
（
イ
ン

ド
）
、
パ
ラ
ド
ー
ン
・
ス
リ

チ
ャ
パ
ン
（
タ
イ
）
、
錦
織

圭（
日
本
）に
続
き
４
人
目
。

韓
国
電
力
公
社
の
子
会

社
、
韓
電
Ｋ
Ｄ
Ｎ
は
、
茨
城

県
で
５４
メ
ガ
ワ
ッ
ト（
Ｍ
Ｗ
）

級
の
太
陽
光
発
電
構
築
事
業

の
竣
工
式
を
３
月
２９
日
、
開

催
し
た
と
明
ら
か
に
し
た
。

同
事
業
は
２
０
１
５
年
６

月
に
受
注
し
た
計
７
６
０
億

ウ
ォ
ン
規
模
の
茨
城
県
５４
メ

ガ
ワ
ッ
ト
級
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
築
事
業

で
、
韓
電
Ｋ
Ｄ
Ｎ
が
今
後
２０

年
間
発
電
所
の
運
営
お
よ
び

管
理
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
行

う
。韓

電
Ｋ
Ｄ
Ｎ
関
係
者
で

は
、
昨
年
１１
月
に
完
工
お
よ

び
商
業
運
転
を
開
始
し
、
韓

電
Ｋ
Ｄ
Ｎ
の
最
適
化
し
た
太

陽
光
発
電
所
の
監
視
・
制
御

シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て
当

初
予
想
し
て
い
た
以
上
の
高

い
発
電
効
率
を
見
せ
て
い
る

と
説
明
し
て
い
る
。

同
社
は
こ
れ
ま
で
の
電
力

系
列
社
と
韓
国
内
事
業
に
集

中
し
て
い
た
事
業
構
造
か

ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
展
分
野
の
海
外
輸
出
に
事

業
経
営
を
拡
張
し
た
。

同
社
で
は
「
こ
れ
ま
で
築

い
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
に
基
づ

い
て
日
本
国
内
で
さ
ら
な
る

事
業
受
注
を
継
続
し
て
い
き

た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い

る
。

金
正
恩
氏
の
呼
称

「
国
務
委
員
長
」に

政
府
が
、
南
北
首
脳
会
談

と
関
連
し
て
北
韓
の
金
正
恩

北
韓
労
働
党
委
員
長
の
公
式

の
肩
書
を
「
国
務
委
員
長
」

で
統
一
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
北
韓
が
最
近
の
対
話
局

面
で
、
金
正
恩
氏
の
い
く
つ

か
の
肩
書
の
う
ち
国
務
委
員

長
を
前
面
に
出
し
て
き
た
た

め
、
政
府
が
こ
れ
を
受
け
入

れ
た
。

統
一
部
当
局
者
は
５
日
、

「
今
回
の
首
脳
会
談
で
、
両

指
導
者
の
公
式
名
称
は
大
統

領
と
国
務
委
員
長
」
と
説
明

し
た
。
青
瓦
台
関
係
者
も
、

「
国
務
委
員
長
が
正
し
い
。

金
正
恩
国
務
委
員
長
と
使
っ

て
き
た
」
と
話
し
た
。

ＳＢＪ銀行調べ
（４月１０日現在）

１万円

９６，９９０
ウォン

９７，０９７
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

９８，４２４
ウォン

９８，５９９
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

法改正し正式認定

テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技

強
豪
・
豪
州
と
引
き
分
け

女
子
Ｗ
杯

サ
ッ
カ
ー

予
選
、順
調
な
ス
タ
ー
ト

バ
ス
ケ
な
の
に
２
ｍ
超
ダ
メ

外
国
人
選
手
に
身
長
制
限

ＫＢＬ

新
会
長
に

鄭
夢
奎
氏

EAFF

世
界
「
ト
ッ
プ
２０
」入
り

テ
ニ
ス
の
鄭
現
、韓
国
選
手
初

茨
城
県
の
大
型
太
陽
光
発
電

韓
国
電
力
子
会
社
が
竣
工
式

（２）２０１８年４月１１日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２８９６号
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韓
国
と
米
国
の
高
校
生
は

教
師
と
の
関
係
を
高
く
評
価

し
て
い
る
。

学
校
の
先
生
と
の
関
わ
り

で
は
、
韓
国
は
「
学
校
に
は

私
を
理
解
し
、
認
め
て
く
れ

る
先
生
が
い
る
」
に
つ
い
て

「
そ
う
だ
」
「
ま
あ
そ
う
だ
」

と
の
回
答
が
７５
・
６
％
と
最

も
高
い
。

ま
た
、
「
学
校
に
は
何
で

も
相
談
で
き
る
先
生
が
い

る
」
に
つ
い
て
も
、
韓
国
は

「
そ
う
だ
」
「
ま
あ
そ
う
だ
」

と
回
答
し
た
者
の
割
合
が
６６

・
６
％
と
最
も
多
く
、
米
国

（
６２
・
３２
％
）
よ
り
高
い
。

一
方
、
日
本（
３６
・
２
％
）、

中
国
（
４７
・
２
％
）
は
韓
米

と
の
差
が
大
き
い
。

こ
の
質
問
に
対
し
、
韓
国

は
７
年
前
の
調
査
か
ら
大
幅

に
高
ま
っ
て
お
り
、
教
師
へ

の
信
頼
度
が
高
ま
っ
て
い

る
。
。
特
に
「
何
で
も
相
談

で
き
る
先
生
が
い
る
」で
は
、

２
０
１
０
年
の
３３
・
４
％
か

ら
６６
・
６
％
に
倍
増
し
て
い

る
。

日
本
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
（
鈴
木
み
ゆ
き
理
事
長
）
が
昨

年
、
韓
国
、
日
本
、
中
国
、
米
国
の
４
カ
国
の
高
校
生
８
４
８
０
人

を
対
象
に
、
「
心
と
体
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
結
果
、
韓
国
の
高
校
生
た
ち
は
、
米
国
、
中
国
、
日
本
に
比

べ
て
最
も
遅
く
ベ
ッ
ド
に
入
り
、
食
生
活
習
慣
も
良
く
な
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
同
機
構
が
最
近
発
表
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
運
動
、
生
活
習
慣
、
食
生
活
、
ス
ト
レ
ス
や
人
間

関
係
の
あ
り
方
な
ど
を
通
し
て
、
高
校
生
の
心
と
体
の
健
康
の
実
態

を
把
握
す
る
た
め
に
実
施
し
た
。
ま
た
、
韓
国
、
米
国
、
中
国
と
比

較
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
特
徴
や
課
題
を
分
析
し
、
青
少
年
の
健
康

づ
く
り
に
資
す
る
基
礎
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。設

問
は
３８
項
目
あ
り
、
韓
国
か
ら
は
１４
市
道
、
３８
校
２
０
１
５
人

が
参
加
し
た
。

韓
国
は
夜
１２
時
以
降
に
寝

る
比
率
が
６９
・
５
％
で
、
中

国
（
１１
・
７
％
）、
米
国
（
１７

・
９
％
）
、
日
本
（
４５
・
１

％
）よ
り
大
幅
に
高
か
っ
た
。

起
床
時
間
も
遅
か
っ
た
。

他
の
国
の
高
校
生
の
半
分
以

上
は
「
午
前
６
時
３０
分
前
に

起
き
る
」
と
答
え
た
が
、
韓

国
は
１０
人
中
２
人
だ
け
だ
っ

た
。
ま
た
、
韓
国
の
場
合
、

朝
食
を
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い

比
率
が
３６
・
１
％
で
、
日
本

（
６
・
５
％
）
、
中
国
（
７

・
５
％
）
を
大
き
く
上
回
っ

た
」
と
説
明
し
た
。

食
生
活
に
つ
い
て
も
韓
国

は
１
週
間
に
３
回
以
上
イ
ン

ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ

た
と
い
う
回
答
も
、
韓
国
が

１７
・
５
％
と
最
も
高
く
、
中

国
（
１０
・
４
％
）、
米
国
（
８

・
１
％
）
、
日
本
（
４
・
８

％
）
と
続
い
た
。
一
方
、
野

菜
を
毎
日
摂
取
し
て
い
る
と

い
う
割
合
は
韓
国
は
３０
・
１

％
で
最
下
位
だ
っ
た
。

ス
ト
レ
ス
感

減
少
の
傾
向

「
最
近
１
年
間
、
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る

か
」
と
の
問
い
に
対
し
て
、

２
０
１
０
年
調
査
で
韓
国
は

約
５
割
が
「
よ
く
あ
る
」
と

回
答
し
て
い
た
が
、
こ
の
７

年
間
で
３２
・
５
％
ま
で
下
が

り
、
米
国
、
日
本
よ
り
も
低

く
な
っ
た
。

た
だ
、
ス
ト
レ
ス
の
原
因

に
つ
い
て
の
回
答
は
「
進
学

・
進
路
」
が
５８
％
、
「
勉
強

の
こ
と
」
が
６４
・
５
％
だ
っ

た
。自

己
肯
定
感

７
年
前
の
倍

「
私
は
価
値
の
あ
る
人
間

だ
と
思
う
」
「
私
は
人
と
う

ま
く
協
力
で
き
る
ほ
う
だ
と

思
う
」
「
私
は
い
ま
の
自
分

に
満
足
し
て
い
る
」
「
私
は

努
力
す
れ
ば
大
体
の
こ
と
が

で
き
る
と
思
う
」
「
私
は
辛

い
こ
と
が
あ
っ
て
も
乗
り
越

え
ら
れ
る
と
思
う
」に
対
し
、

「
そ
う
だ
」
「
ま
あ
そ
う
だ
」

と
回
答
し
た
者
の
割
合
は
、

韓
国
で
は
い
ず
れ
も
７
年
前

よ
り
２
倍
以
上
高
く
な
っ
て

い
る
。

「
私
は
何
を
し
て
も
き
ち

ん
と
で
き
な
い
」
と
い
う
悲

観
的
回
答（
６６
・
２
％
）が
、

４
カ
国
中
、
唯
一
５０
％
を
超

え
た
。

「
眼
鏡
常
用
」

４
割
以
上
に

視
力
に
つ
い
て
も
韓
国
の

高
校
生
は
「
１
・
０
」
以
上

が
２１
・
７
％
で
米
国
（
３８
・

２
％
）、
日
本
（
２９
・
５
％
）

に
比
べ
て
低
い
。
さ
ら
に
眼

鏡
常
用
の
基
準
と
な
る
「
０

・
３
以
下
」
と
回
答
し
た
者

が
４４
・
４
％
と
韓
国
が
最
も

高
く
、
日
本
（
３８
・
１
％
）

が
次
い
だ
。

親
と
の
関
係
で
は
、親（
保

護
者
）
は
、
「
私
の
こ
と
を

分
か
っ
て
く
れ
る
」
「
私
の

悩
み
を
聞
い
て
く
れ
る
」「
私

を
時
々
ほ
め
る
」
「
私
は
親

（
保
護
者
）
と
一
緒
に
い
る

の
が
好
き
だ
」に
対
し
、「
そ

う
だ
」
「
ま
あ
そ
う
だ
」
と

回
答
し
た
者
の
割
合
が
、
韓

国
で
は
い
ず
れ
も
８
割
を
超

え
、
４
カ
国
の
中
で
最
も
高

く
、親
子
の
関
係
は
濃
密
だ
。

韓
国
に
次
い
で
高
い
の
が

日
本
で
８
割
前
後
と
な
っ
て

い
る
が
、
「
私
を
時
々
ほ
め

る
」
「
親
と
一
緒
に
い
る
の

が
好
き
だ
」
で
は
７
割
を
超

え
て
い
る
も
の
の
７５
・
６
％

で
韓
国
（
８４
・
４
％
）
、
米

国
（
７８
・
１
％
）、
中
国
（
７７

・
１
％
）
に
比
べ
て
低
い
。

一
方
で
「
私
の
こ
と
を
分

か
っ
て
く
れ
る
」
「
私
の
悩

み
を
聞
い
て
く
れ
る
」
で
は

中
国
が
７
割
に
達
せ
ず
、
４

か
国
の
中
で
最
も
低
く
な
っ

て
い
る
。

友
だ
ち
と
の
関
係
で
は
、

「
友
だ
ち
と
一
緒
に
い
る
時

は
、
楽
し
い
」
に
つ
い
て
、

「
そ
う
だ
」
「
ま
あ
そ
う
だ
」

と
回
答
し
た
者
の
割
合
は
、

４
か
国
と
も
約
９
割
と
高

い
。
「
友
だ
ち
が
私
を
ど
う

思
っ
て
い
る
か
気
に
な
る
」

は
日
本
６１
・
６
％
、
韓
国
５７

・
０
％
、
中
国
５４
・
２
％
、

米
国
５１
・
８
％
の
順
と
な
っ

て
お
り
、
４
カ
国
と
も
半
数

を
超
え
た
。

「
友
だ
ち
に
合
わ
せ
て
い

な
い
と
心
配
に
な
る
」で
は
、

米
国
が
５５
・
４
％
と
最
も
高

い
が
、
韓
国
は
２５
・
１
％（
日

本
３５
・
５
％
、
中
国
３１
・
９

％
）
で
最
も
低
い
。

自
分
の
健
康
状
態
に
つ
い

て
、
２
０
１
０
年
調
査
と
比

較
し
て
み
る
と
、
「
健
康
で

あ
る
」
と
回
答
し
た
者
の
割

合
は
、
日
本
（
２４
・
３
％
か

ら
２５
・
６
％
）
と
中
国
（
１６

％
か
ら
１６
・
１
％
）
で
は
あ

ま
り
変
化
が
み
ら
れ
な
い

が
、
韓
国
（
１８
・
５
％
か
ら

３１
・
８
％
）
と
米
国
（
２８
・

８
％
か
ら
３７
・
７
％
）
で
は

大
幅
に
増
え
た
。

ま
た
、
最
近
１
年
間
の
病

気
な
ど
で
の
欠
席
状
況
に
つ

い
て
、
「
全
く
な
い
」
は
韓

国
が
７
年
前
と
ほ
ぼ
同
じ
７２

・
９
％
で
中
国（
５７
・
５
％
）、

日
本
（
５５
・
２
％
）
、
米
国

（
２８
％
）
よ
り
大
幅
に
高
く

な
っ
て
い
る
。

※参考文献：日本
国立青少年教育振興
機構、「高校生の心
と体の健康に関する
意識調査報告書―日
本・米国・中国・韓
国の比較―」より。

「
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
の
が
好
き
か
」
と
い
う
設

問
に
対
し
、「
と
て
も
好
き
」

と
回
答
し
た
者
の
割
合
は
、

米
国
が
５４
・
８
％
と
最
も
高

か
っ
た
。
次
い
で
日
本
３７
・

７
％
、
韓
国
２８
・
８
％
、
中

国
１５
・
２
％
の
順
と
な
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
「
ま
あ
好

き
」
を
合
わ
せ
る
と
、
４
カ

国
と
も
に
７
割
を
超
え
て
い

る
。「

学
校
や
地
域
の
運
動
系

の
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
い
る

か
」
に
つ
い
て
、
「
参
加
し

て
い
る
」
と
回
答
し
た
者
の

割
合
は
、
米
国
が
６３
・
４
％

と
最
も
多
く
、
中
国
（
５１
・

５
％
）
、
日
本
（
４３
％
）
が

次
い
で
、
韓
国
は
１７
・
１
％

と
最
も
低
い
。

一
方
で
「
こ
の
１
年
間
、

キ
ャ
ン
プ
、
山
登
り
や
ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど
の
野
外
活
動
を

し
た
こ
と
が
あ
る
か
」
に
つ

い
て
、「
５
回
以
上
あ
っ
た
」

と
回
答
し
た
者
の
割
合
は
、

米
国
が
３４
・
２
％
と
４
カ
国

中
最
も
高
く
、
韓
国
は
１３
％

で
２
番
目
だ
っ
た
。
「
１
～

４
回
」
と
合
わ
せ
る
と
韓
国

（
７６
・
８
％
）
は
米
国
（
８２

・
２
％
）
と
同
レ
ベ
ル
だ
っ

た
。こ

れ
に
対
し
、日
本
は「
５

回
以
上
」は
２
・
７
％
、「
１

～
４
回
」
を
合
わ
せ
て
も
３７

・
８
％
に
過
ぎ
ず
、
４
カ
国

の
中
で
最
も
低
か
っ
た
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
す

る
時
間
や
頻
度
を
減
ら
そ
う

と
し
て
も
、
で
き
な
い
こ
と

が
多
い
」
に
対
し
、
「
と
て

も
あ
て
は
ま
る
」
「
ま
あ
あ

て
は
ま
る
」
と
回
答
し
た
者

の
割
合
が
最
も
高
い
の
は
、

米
国
（
４９
・
７
％
）
で
、
最

も
低
い
の
が
韓
国
（
２２
・
６

％
）
だ
っ
た
。

ま
た
、
「
歩
き
な
が
ら
ス

マ
ホ
な
ど
を
操
作
す
る
こ
と

が
多
い
」
に
つ
い
て
、
「
と

て
も
あ
て
は
ま
る
」
と
回
答

し
た
者
の
割
合
は
、
米
国
３２

・
１
％
、
韓
国
２３
・
７
％
、

日
本
８
・
４
％
、
中
国
６
・

５
％
と
な
っ
て
お
り
、
米
国

が
最
も
高
か
っ
た
。
「
ま
あ

あ
て
は
ま
る
」
を
合
わ
せ
る

と
、
米
国
６７
・
３
％
、
韓
国

５６
・
５
％
、
日
本
３９
・
６
％

に
対
し
、
中
国
が
２５
％
と
低

い
。「

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
夢

中
に
な
っ
て
寝
不
足
に
な
る

こ
と
が
あ
る
」
に
つ
い
て
、

「
と
て
も
あ
て
は
ま
る
」
と

回
答
し
た
者
の
割
合
は
、
米

国
が
３３
・
７
％
と
ほ
か
の
３

カ
国
に
比
べ
て
突
出
し
て
高

い
。
「
ま
あ
あ
て
は
ま
る
」

を
合
わ
せ
る
と
、
米
国
が
６５

・
６
％
に
も
達
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
４５
・
５

％
、
韓
国
３０
・
７
％
、
中
国

２３
・
４
％
と
低
く
な
っ
て
い

る
。「

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
し

て
い
る
最
中
に
、
注
意
さ
れ

た
り
邪
魔
を
さ
れ
る
と
、
い

ら
い
ら
す
る
」
に
つ
い
て
、

「
と
て
も
あ
て
は
ま
る
」「
ま

あ
あ
て
は
ま
る
」
と
回
答
し

た
者
の
割
合
は
、
米
国
３３
・

９
％
、
中
国
３０
・
８
％
、
日

本
２９
・
２
％
、
韓
国
２３
・
７

％
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
４

カ
国
で
大
き
な
違
い
が
な
か

っ
た
。

副
題
に
「
日
本
籍
で
、
在
日
コ

リ
ア
ン
で
」
と
あ
る
よ
う
に
、
著

者
は
日
本
国
籍
を
取
得
し
た
在
日

３
世
で
あ
る
。
国
境
と
民
族
の
狭

間
に
い
る
と
自
認
す
る
立
場
（
エ

ッ
ジ
）
か
ら
、
ブ
ロ
グ
で
日
本
や

韓
国
の
情
勢
、
在
日
の
置
か
れ
た

状
況
、
韓
国
留
学
で
体
験
し
た
大

統
領
弾
劾
騒
動
、
そ
し
て
国
籍
に

ま
つ
わ
る
葛
藤
な
ど
に
つ
い
て
物

申
し
て
き
た
。

発
信
さ
れ
た
４４
タ
イ
ト
ル
の
文

章
は
、
２０
代
の
感
性
が
ス
ト
レ
ー

ト
に
表
現
さ
れ
て
い
て
わ
か
り
や

す
い
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
日

本
国
籍
を
取
得
し
て
も
、
在
日
で

あ
る
こ
と
の
内
面
が
あ
ふ
れ
て
い

る
。

「
チ
ョ
ー
セ
ン
ジ
ン
」
と
い
う

言
葉
に
、
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な

り
、
力
が
抜
け
る
と
い
う
「
声
の

出
な
い
感
覚
」
に
陥
る
と
言
う
。

そ
の
例
と
し
て
、
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー

の
長
州
力
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ

の
感
覚
は
ほ
と
ん
ど
の
在
日
の
共

通
体
験
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

大
学
生
の
時
、
学
内
に
入
り
込

ん
だ
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
ビ
ラ
の
対

処
を
求
め
て
大
学
当
局
に
掛
け
合

っ
た
が
、
思
う
よ
う
な
反
応
も
な

く
霧
散
し
た
。
こ
の
件
が
「
血
」

の
通
っ
た
卒
論
を
書
く
き
っ
か
け

に
な
り
、
今
日
言
葉
を
尽
く
し
て

語
り
継
ぐ
今
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。金

儲
け
の
た
め
に
デ
マ
サ
イ
ト

を
立
ち
上
げ
た
管
理
人
に
対
し

て
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
を
招
き
、
在
日
の
命

ま
で
脅
か
し
て
い
る
と
、
日
本
の

現
状
を
告
発
し
て
い
る
。
そ
こ
に

は
闘
う
在
日
の
姿
が
あ
る
。

太
平
洋
戦
争
中
、
日
本
の
特
攻

隊
員
と
し
て
戦
場
に
散
っ
た
韓
国

人
兵
士
が
い
る
。
日
本
の
戦
争
に

協
力
し
た
と
、
母
国
で
は
弔
い
も

許
さ
れ
な
い
。
同
胞
の
手
で
い
た

わ
ら
れ
る
そ
の
時
ま
で
、
日
本
人

の
私
た
ち
が
慰
霊
を
し
た
い
。
彼

ら
の
犠
牲
の
う
え
で
今
の
平
和
を

享
受
で
き
る
と
考
え
、
哀
悼
と
贖

罪
の
気
持
ち
で
「
帰
郷
祈
願
碑
」

建
立
に
東
奔
西
走
し
た
の
が
、
女

優
の
著
者
で
あ
る
。

石
碑
を
建
て
よ
う
と
思
い
立
っ

た
の
は
、
著
者
の
夢
の
中
に
出
て

き
た
韓
国
人
兵
士
が
「
日
本
名
で

は
な
く
、
朝
鮮
人
と
し
て
死
に
た

か
っ
た
」
と
語
っ
た
こ
と
が
契
機

で
あ
る
。９１
年
７
月
末
の
こ
と
だ
。

そ
の
日
以
来
２６
年
、
靖
国
神
社
を

訪
ね
た
り
、
戦
後
５０
年
の
年
に
は

大
手
紙
の
コ
ラ
ム
に
不
思
議
な
体

験
を
書
い
た
。

す
る
と
、
韓
国
か
ら
も
反
応
が

あ
っ
た
こ
と
を
新
聞
社
か
ら
知
ら

さ
れ
た
。
靖
国
神
社
か
ら
も
連
絡

が
入
り
、
そ
の
青
年
は
遊
就
館
に

「
光
山
文
博
」
名
で
祀
ら
れ
て
い

る
本
名「
卓
庚
鉉
」で
は
な
い
か
、

と
写
真
な
ど
を
提
示
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
特
攻
隊
員
関
連
の
本
か
ら

本
籍
な
ど
を
調
べ
て
み
た
。
慶
南

泗
川
郡
出
身
で
家
族
と
と
も
に
京

都
に
引
っ
越
し
、
終
戦
の
年
の
５

月
に
鹿
児
島
県
の
知
覧
飛
行
場
か

ら
飛
び
立
ち
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ

た
。韓

国
人
兵
士
に
身
内
が
い
る
と

わ
か
っ
た
の
は
９９
年
放
映
の
テ
レ

ビ
番
組
だ
っ
た
。
夢
の
中
で
著
者

に
託
さ
れ
た
「
遺
言
」
と
も
言
う

べ
き
言
葉
を
伝
え
よ
う
と
遺
族
探

し
が
始
ま
っ
た
。

傘
寿
を
迎
え
た
在
日
２
世
の
半

生
記
。
著
者
の
父
は
「
北
は
地
上

の
楽
園
」
だ
と
信
じ
、
在
日
同
胞

を
北
韓
に
帰
国
さ
せ
た
「
帰
国
協

力
会
」
の
一
員
だ
っ
た
。
だ
が
、

北
を
訪
問
し
た
後
に
帰
国
者
の
悲

惨
な
実
態
を
知
り
、
『
楽
園
の
夢

破
れ
て
』
を
出
版
、
朝
鮮
総
連
と

激
し
く
対
立
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
夫
は
朝
鮮
学
校
で
教
鞭
を
取

り
、
学
生
を
北
へ
と
送
る
こ
と
に

熱
心
だ
っ
た
。
後
日
、
夫
も
自
ら

の
過
ち
に
気
付
き
、
責
任
の
重
さ

と
後
悔
に
さ
い
な
ま
さ
れ
る
。

朝
鮮
総
連
内
部
で「
思
想
総
括
」

と
い
う
名
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
、
学

生
が
教
師
を
監
視
す
る
異
様
さ
の

中
で
、
夫
は
２０
数
年
間
の
教
員
生

活
に
終
止
符
を
打
っ
た
。
総
連
と

決
別
し
た
後
、
『
広
開
土
王
陵
碑

の
研
究
』
を
出
版
し
、
日
本
の
古

代
史
研
究
に
一
石
を
投
じ
た
。
執

筆
や
講
演
、
テ
レ
ビ
出
演
と
い
う

忙
殺
の
日
々
を
送
り
な
が
ら
も
７５

年
に
『
季
刊
三
千
里
』
を
創
刊
。

同
誌
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ハ
ン
グ
ル
講
座
開

設
の
契
機
を
つ
く
っ
た
。

著
者
自
身
も
在
日
女
性
ら
で
同

人
誌
『
鳳
仙
花
』
を
９１
年
に
創
刊

し
た
。
日
常
の
喜
び
や
悲
し
み
な

ど
の
本
音
を
記
録
し
て
お
き
た
か

っ
た
か
ら
だ
。
文
字
を
も
た
な
い

オ
モ
ニ
ら
の
過
酷
な
人
生
を
、
２

世
が
代
わ
っ
て
綴
っ
た
「
身
世
打

鈴
」の
数
々
は
、
共
感
を
呼
ん
だ
。

儒
教
の
影
響
が
根
強
い
在
日
社
会

で
女
性
の
意
識
変
化
も
も
た
ら
し

た
。
こ
れ
ら
の
実
践
が
地
域
社
会

と
の
関
わ
り
に
つ
な
が
り
、
市
の

女
性
問
題
広
報
紙
に
コ
ラ
ム
を
９

年
間
掲
載
す
る
土
台
を
築
く
こ
と

に
な
っ
た
。

金村詩恩著
ぶなのもり
１５００円＋税
０４８（４８３）５２１０

黒田福美著
三五館
１５００円＋税
０３（３２２６）００３５

呉文子著
社会評論社
１８００円＋税
０３（３８１４）３８６１

「日韓愛」と「反日」同胞女性の活躍導く半生 夢のあとさき 言葉を紡ぎ闘う在日私のエッジから観ている風景記憶の残照のなかで

日本国立青少年教育振興機構

韓韓国国のの高高校校生生 生生活活習習慣慣ちちょょっっとと心心配配
心と体の健康状態 韓日中米アンケート

教
師
に
高
い
信
頼
感

皆勤率はダントツ

ク
ラ
ブ
参
加
低
い
が

野
外
活
動
は
活
発
に

スポーツ

ネット接触は�ほどほど�
「寝不足になる」３割どまり

零
時
過
ぎ
に
就
寝
７
割

「
朝
食
抜
き
」が
３６
％

即

席

麺

も

よ
く
食
べ
る

濃
密
な
親
子
関
係

第２８９６号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１８年４月１１日（水曜日）（３）
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「専門課程」の受講生６人を指導する趙善玉院長（左）

韓
日
交
流
史
を
テ
ー
マ
と

す
る
高
麗
博
物
館
（
東
京
・

新
宿
区
大
久
保
）
で
企
画
展

「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
戦

後
」
が
始
ま
っ
た
。
厳
し
い

偏
見
と
蔑
視
に
負
け
ず
、
今

日
ま
で
精
一
杯
生
き
て
き
た

６
人
の
足
取
り
を
計
１７
枚
の

パ
ネ
ル
に
ま
と
め
た
。

石
梨
香
さ
ん
（
８４
）
は
「
国

籍
を
め
ぐ
る
私
の
生
き
方
」

が
テ
ー
マ
。
１
９
５
９
年
、

在
日
朝
鮮
人
の
活
動
家
と
結

婚
し
た
。

７５
年
、
法
務
局
に
日
本
籍

か
ら
朝
鮮
籍
へ
の
国
籍
変
更

を
届
け
た
が
、
担
当
職
員
は

「
婚
姻
届
の
提
出
か
ら
６
カ

月
以
内
に
限
る
」
と
し
て
難

色
を
示
し
た
。
し
か
し
、
石

さ
ん
は
動
じ
な
い
。
「
分
か り

ま
し
た
。
現
在
の
夫
と
離

婚
し
、
す
ぐ
同
じ
人
と
再
婚

し
て
届
け
ま
す
」
。
職
員
は

困
っ
た
と
い
う
顔
で
し
ば
し

そ
の
場
を
離
れ
た
。
戻
る
と

「
真
っ
青
な
顔
を
し
て
書
類

を
作
り
、
受
理
し
た
」。

当
時
、
「
日
本
人
が
朝
鮮

人
と
な
る
の
は
大
変
な
こ

と
」
だ
っ
た
。
８５
年
に
は
家

庭
を
顧
み
な
い
夫
と
離
婚

し
、
仕
事
の
関
係
で
０２
年
に

韓
国
籍
を
取
得
し
た
。

川
崎
市
で
ヘ
イ
ト
根
絶
の

先
頭
に
立
っ
て
活
動
す
る
趙

良
葉
さ
ん
（
８１
）
は
３７
年
、

山
口
県
で
炭
焼
き
に
励
む
父

を
頼
っ
て
生
後
６
カ
月
で
渡

日
。
結
婚
を
機
に
神
奈
川
県

に
転
居
し
た
。
伝
統
に
則
っ

た
結
婚
式
の
様
子
や
兄
の
葬

儀
の
模
様
を
パ
ネ
ル
写
真
で

紹
介
し
て
い
る
。

企
画
展
を
担
当
し
た
の
は

日
本
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
６
人
。
そ
れ
ぞ
れ
が

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
を
１
人

選
び
、
何
回
も
聞
き
取
り
調

査
を
重
ね
て
き
た
。
担
当
の

大
場
小
夜
子
さ
ん
は
「
日
本

人
で
あ
る
私
た
ち
は
在
日
の

歴
史
を
知
ら
な
い
し
、
知
る

努
力
も
し
て
こ
な
か
っ
た
。

７０
年
以
上
が
経
過
し
て
在
日

の
歴
史
が
な
く
な
っ
て
い

く
。
そ
の
前
に
記
録
と
し
て

残
し
て
お
き
た
か
っ
た
」
と

語
っ
た
。

７
月
１
日
ま
で
（
開
館
時

間
１２
～
１７
時
、
月
・
火
曜
日

休
館
）。
入
場
料
４
０
０
円
。

問
い
合
わ
せ
は
高
麗
博
物
館

（
０
３
・
５
２
７
２
・
３
５

１
０
）。

趙
良
葉
さ
ん
の
取
材
を
担
当
し
た
大
場
小
夜
子
さ
ん

趙
善
玉
さ
ん
が
東
京
の
代
表
的
な
コ
リ
ア
ン
タ
ウ

ン
、
新
宿
区
新
大
久
保
の
一
角
に
料
理
研
究
院
を
構
え

て
か
ら
今
年
で
２０
年
。
料
理
教
室
で
教
え
て
い
る
の
は

た
だ
の
レ
シ
ピ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
料
理
の
背
景
に

あ
る
韓
国
の
奥
深
い
歴
史
と
文
化
だ
。
こ
こ
に
一
般
の

料
理
学
校
に
は
な
い
同
研
究
院
な
ら
で
は
の
特
色
が
あ

る
。
趙
さ
ん
か
ら
薫
陶
を
受
け
、
プ
ロ
の
料
理
研
究
家

と
し
て
研
究
院
を
巣
立
っ
て
い
っ
た
お
弟
子
さ
ん
は
数

え
切
れ
な
い
と
い
う
。

「
基
礎
コ
ー
ス
」
か
ら
韓

国
料
理
教
室
を
開
く
人
の
た

め
の
特
別
研
修「
専
門
課
程
」

ま
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
多

彩
。
ア
ラ
カ
ル
ト
と
し
て
キ

ム
チ
や
伝
統
餅
、宮
中
料
理
、

薬
膳
、
季
節
や
行
事
に
合
わ

せ
た
特
別
ク
ラ
ス
ま
で
毎
月

め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
。
各

ク
ラ
ス
と
も
定
員
は
６
～
１２

人
。「

医
食
同
源
」
の
考
え
か

ら
化
学
調
味
料
は
使
わ
な

い
。
趙
さ
ん
は
料
理
の
基
本

に
こ
だ
わ
り
、
徹
底
的
に
指

導
す
る
。
「
日
本
で
韓
国
料

理
を
教
え
る
人
は
多
い
が
、

韓
国
の
歴
史
、
文
化
、
愛
、

礼
儀
と
い
っ
た
料
理
の
ス
ト

ー
リ
ー
を
教
え
る
人
は
少
な

い
の
で
は
」
と
自
負
す
る
。

こ
れ
が
研
究
院
の
強
み
だ
。

料
理
が
で
き
る
と
、
盛
り
つ

け
と
器
の
選
択
に
「
自
分
の

色
」
を
出
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
見
る
。

星
野
久
美
子
さ
ん
（
韓
国

料
理
研
究
家
）
は
「
医
食
同

源
、
食
し
て
癒
や
す
」
の
言

葉
に
惹
か
れ
、
研
究
院
に
通

う
よ
う
に
な
っ
た
。
趙
さ
ん

か
ら
ソ
ン
マ
ッ
（
手
の
味
）

の
大
切
さ
を
教
わ
っ
た
と
い

う
。
「
韓
国
料
理
が
家
庭
の

味
に
な
る
よ
う
に
」
と
、
趙

さ
ん
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務

め
な
が
ら
修
業
を
重
ね
て
い

る
。お

菓
子
づ
く
り
が
好
き
な

上
田
道
子
さ
ん
が
研
究
院
に

通
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
伝
統
餅
。
「
自
分
で
つ

く
っ
て
も
、
正
し
い
の
か
ど

う
か
わ
か
ら
な
い
」
と
研
究

院
の
門
を
た
た
い
た
。

「
専
門
コ
ー
ス
」
に
は
男

性
の
姿
も
見
ら
れ
た
。
流
石

皇
甫
さ
ん
（
６０
）
も
そ
の
一

人
。
山
梨
県
で
「
子
ど
も
教

室
」
を
開
講
し
て
お
り
、
料

理
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
り

た
い
か
ら
と
勉
強
し
て
い

る
。趙

さ
ん
は
全
羅
北
道
金
堤

出
身
。
美
し
い
肌
を
求
め
、

エ
ス
テ
サ
ロ
ン
を
経
営
し
た

の
が
始
ま
り
。
や
が
て
エ
ス

テ
の
限
界
を
知
り
、
韓
国
の

薬
膳
料
理
を
経
て
伝
統
料
理

を
研
究
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
趙
さ
ん
自
ら
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
し
た「
カ
フ
ェ
パ
ラ
ム
」

で
イ
タ
リ
ア
ン
料
理
長
を
担

う
石
岡
利
章
さ
ん
は
趙
さ
ん

を
、
「
自
分
の
思
っ
た
こ
と

を
曲
げ
な
い
人
、
韓
国
料
理

普
及
に
か
け
る
情
熱
が
す
ご

い
」
と
評
し
た
。
韓
国
で
伝

統
餅
を
極
め
よ
う
と
修
業
し

た
と
き
は
、
１
カ
月
の
予
定

が
４
年
に
。

「
料
理
に
国
境
は
な
い
」

と
日
本
料
理
ば
か
り
か
イ
タ

リ
ア
ン
料
理
、
フ
ラ
ン
ス
料

理
の
基
礎
も
学
ん
だ
。
「
京

野
菜
で
キ
ム
チ
を
漬
け
て
」

と
い
う
依
頼
に
は
、
京
野
菜

本
来
の
持
ち
味
を
損
な
い
た

く
な
い
と
、
あ
え
て
赤
く
な

い
キ
ム
チ
を
漬
け
た
。
「
発

想
は
自
由
、
料
理
は
ひ
ら
め

き
」
だ
と
い
う
。

キ
ム
チ
名
人
（
韓
国
Ｗ
Ｆ

Ｃ
Ｃ
第
２
０
１
４
―
６
０
４

号
）
、
餅
名
人
（
韓
国
Ｗ
Ｆ

Ｃ
Ｃ
第
２
０
１
４
―
６
０
６

号
）
、
日
韓
農
水
産
食
文
化

協
会
会
長
、韓
パ
ラ
ム
会
長
、

日
本
韓
食
振
興
協
会
副
会
長

を
務
め
る
。

【
福
岡
】
在
日
同
胞
と
日

本
人
の
出
会
い
と
共
生
を
め

ざ
す
多
文
化
交
流
の
マ
ダ
ン

「
三
・
一
文
化
祭
」
（
金
逸

根
実
行
委
員
長
）
が
３
月
２５

日
、
福
岡
市
立
千
代
小
学
校

で
開
催
さ
れ
た
。
三
・
一
独

立
運
動
の
精
神
を
継
承
し
よ

う
と
在
日
の
若
者
た
ち
が
実

行
委
員
会
を
構
成
し
、
２９
年

前
か
ら
初
め
た
。

今
年
は
韓
国
・
水
原
か
ら

チ
ュ
ム
ヌ
リ
舞
踊
団
と
コ
ウ

ン
ソ
リ
民
謡
チ
ー
ム
が
来

日
。
壱
岐
市
の
玄
海
怒
涛
太

鼓
や
大
分
の
大
学
生
た
ち
に

よ
る
サ
ム
ル
ノ
リ
チ
ー
ム
、

大
阪
Ｋ
Ｅ
Ｙ
（
在
日
コ
リ
ア

ン
青
年
連
合
）
文
化
サ
ー
ク

ル
、
精
華
女
子
高
校
Ｏ
Ｂ
に

よ
る
吹
奏
楽
演
奏
な
ど
と
共

演
し
た
。

最
後
は
大
プ
ン
ム
ル
と
カ

ン
ガ
ン
ス
ル
レ
が
会
場
い
っ

ぱ
い
に
躍
動
し
、
観
客
３
０

０
人
と
一
体
に
な
っ
た
「
ア

リ
ラ
ン
」
の
大
合
唱
で
幕
を

閉
じ
た
。

李鍾元さん（右）が司会を務めたパネルディスカッション

出演者全員が躍動したフィナーレ

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
朝

鮮
半
島
の
核
危
機
―
対
話
に

よ
る
解
決
は
可
能
か
」
が
３

月
３１
日
、
東
京
の
早
稲
田
大

学
国
際
会
議
場
井
深
大
記
念

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
南
北

首
脳
会
談
と
北
米
（
米
朝
）

首
脳
会
談
を
前
に
関
心
は
高

く
、
４
２
０
人
収
容
の
会
場

が
事
前
の
予
約
だ
け
で
満
員

に
。
早
稲
田
大
学
韓
国
学
研

究
所
と
東
京
大
学
韓
国
学
研

究
セ
ン
タ
ー
、
岩
波
書
店
の

３
者
に
よ
る
共
催
。

シ
ン
ポ
の
焦
点
は
韓
半
島

の
非
核
化
と
恒
久
的
な
平
和

体
制
の
構
築
。
李
洙
勲
駐
日

大
使
は
祝
辞
で
、
圧
力
一
辺

倒
の
日
本
に
対
話
局
面
へ
の

賛
同
を
呼
び
か
け
、
互
い
に

協
力
し
あ
お
う
と
呼
び
か
け

た
。韓

国
大
統
領
の
統
一
外
交

安
保
特
別
補
佐
官
を
務
め
る

文
正
仁
さ
ん
（
延
世
大
学
名

誉
特
任
教
授
）
が
、「
一
学
者

の
立
場
か
ら
」
と
こ
と
わ
っ

て
文
政
権
の
対
北
政
策
に
つ

い
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

韓
国
の
基
本
的
な
立
ち
位

置
は
「
核
の
な
い
平
和
な
韓

半
島
」
だ
と
強
調
。
核
武
装

に
は
反
対
。
米
国
が
韓
国
の

同
意
の
な
い
ま
ま
軍
事
行
動

に
出
る
の
も
反
対
だ
。

こ
う
し
た
韓
国
の
姿
勢
に

日
本
か
ら
「
北
に
対
話
ば
か

り
」
と
融
和
姿
勢
を
批
判
す

る
声
が
聞
こ
え
る
が
、
こ
れ

は
「
間
違
っ
た
認
識
」
と
語

気
を
強
め
た
。
制
裁
と
圧
力

は
続
け
て
お
り
、
軍
事
的
な

挑
発
に
は
軍
事
的
な
抑
制
を

図
る
の
が
戦
略
の
柱
。
国
防

予
算
も
増
強
し
て
お
り
「
国

防
に
手
抜
き
」
は
誤
っ
た
見

方
だ
と
否
定
し
た
。

南
北
会
談
と
北
米
会
談
で

は
「
包
括
的
な
一
括
妥
結
以

外
な
い
」
と
原
則
論
を
述
べ

た
。
た
だ
し
、
一
括
で
や
ろ

う
と
す
る
と
う
ま
く
い
か
な

い
で
あ
ろ
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
文
さ
ん
は
「
原
則
は

一
括
だ
が
、
時
間
も
か
か
る

だ
ろ
う
。
現
実
的
に
対
処
し

て
い
く
努
力
が
必
要
」
と
柔

軟
な
姿
勢
を
求
め
た
。

最
後
に
「
北
米
会
談
は
不

明
だ
が
、
南
北
会
談
の
成
功

に
は
自
信
が
あ
る
」
と
言
い

切
り
、
会
談
の
成
功
へ
日
本

側
に
も
努
力
を
求
め
た
。
講

演
の
司
会
を
務
め
た
木
宮
正

史
さ
ん
（
東
京
大
学
韓
国
学

研
究
セ
ン
タ
ー
長
）
は
「
平

和
の
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と
感
想

を
述
べ
た
。

５０００円札紙幣１００枚を
数える方法を学ぶ

【
福
岡
】
慶
州
（
月
城
）

李
氏
福
岡
宗
親
会
（
李
鍾
出

代
表
）
が
「
慶
州
歴
史
探
訪

の
旅
」
参
加
者
を
募
集
し
て

い
る
。
６
月
７
日
、
金
海
空

港
に
１３
時
集
合
。
始
祖
の
廟

を
見
学
し
、
慶
州
李
氏
の
歴

史
を
学
ぶ
。
翌
８
日
は
慶
州

ナ
ザ
レ
園
を
訪
問
。
仏
国
寺

を
見
学
し
た
後
、
釜
山
市
内

で
解
散
す
る
２
泊
３
日
の
研

修
旅
行
。

同
宗
親
会
は
慶
州
李
氏
を

祖
先
に
持
つ
県
内
在
住
の
在

日
韓
国
人
２
世
５
人
が
設
立

発
起
人
と
な
り
、
２
０
１
７

年
１０
月
に
発
足
し
た
。
対
象

は
国
籍
、
男
女
、
年
齢
、
父

方
、
母
方
に
関
係
な
く
、
慶

州
李
氏
と
ル
ー
ツ
を
少
し
で

も
同
じ
く
す
る
者
、
お
よ
び

そ
の
配
偶
者
。
本
名
が
李
と

い
う
こ
と
以
外
に
は
詳
し
く

分
か
ら
な
い
と
い
う
同
胞
も

歓
迎
し
て
い
る
。

事
務
局
長
の
李
相
進
さ
ん

は
「
日
本
の
教
育
を
受
け
、

日
本
語
し
か
話
せ
な
い
多
く

の
在
日
韓
国
人
に
と
っ
て
、

門
中
と
い
う
制
度
、
族
譜
と

い
う
も
の
を
客
観
的
に
捉
え

な
お
し
て
い
く
こ
と
は
、
今

後
、
よ
り
一
層
の
進
展
が
予

想
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

に
お
い
て
、
ル
ー
ツ
を
自
覚

し
、
自
立
し
た
強
い
個
人
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
基
礎
と

な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
全

国
か
ら
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

参
加
費
は
韓
国
国
内
の
滞

在
費
と
し
て
３
万
円
。
問
い

合
わ
せ
・
連
絡
は
事
務
局
の

李
相
進
さ
ん
（
０
９
０
・
８

６
２
５
・
９
９
３
７
）。

京
都
、
大
阪
、
東
京
の
各

民
族
学
校
で
入
学
式
が
あ
っ

た
。
白
頭
学
院
建
国
小
学
校

（
高
敬
弼
理
事
長
、
李
鐘
建

校
長
）
は
７
日
、
新
入
生
２２

人
を
迎
え
入
れ
た
。
李
校
長

が
「
学
校
で
い
ち
ば
ん
楽
し

い
こ
と
は
勉
強
な
ん
だ
よ
。

な
ぜ
な
ら
、
昨
日
ま
で
わ
か

ら
な
か
っ
た
こ
と
が
き
ょ
う

勉
強
し
て
わ
か
っ
た
ら
と
て

も
う
れ
し
い
か
ら
だ
よ
。
さ

あ
、
こ
れ
か
ら
一
生
懸
命
勉

強
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
た
。

高
理
事
長
は
「
た
く
さ
ん

友
だ
ち
を
つ
く
っ
て
、
た
く

さ
ん
勉
強
し
て
、
た
く
さ
ん

遊
び
ま
し
ょ
う
。
先
生
た
ち

み
ん
な
が
見
守
っ
て
い
る

よ
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

２
年
生
の
在
校
生
か
ら
は

歓
迎
の
鉢
植
え
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
た
。

２年生（右）が鉢植えをプレゼント

新
韓
金
融
グ
ル
ー
プ
の
日

本
現
地
法
人
Ｓ
Ｂ
Ｊ
銀
行
は

５
日
、
同
銀
行
の
内
部
を
見

学
し
、
窓
口
体
験
も
で
き
る

「
春
休
み
銀
行
見
学
デ
ー
」

を
千
代
田
区
丸
の
内
の
東
京

支
店
で
行
っ
た
。

一
般
公
募
の
小
学
生
１０
人

が
参
加
。
５
０
０
０
円
札
の

見
本
紙
幣
１
０
０
枚
を
受
け

取
り
、
新
入
行
員
が
研
修
で

実
践
す
る
縦
読
み
、
横
読
み

の
方
法
を
学
ん
だ
。
上
手
く

で
き
な
い
と
き
は
行
員
が

「
私
も
（
で
き
る
ま
で
に
）

４
カ
月
か
か
っ
た
」
と
告
白

し
て
い
た
。こ
の
ほ
か
に
も
、

お
金
に
関
す
る
「
授
業
」
や

窓
口
体
験
、
金
庫
見
学
と
盛

り
だ
く
さ
ん
。
参
加
者
に
は

同
行
経
営
企
画
グ
ル
ー
プ
戦

略
企
画
チ
ー
ム
の
清
野
剛
孝

チ
ー
ム
長
が
修
了
証
と
記
念

品
を
手
渡
し
た
。

Ｓ
Ｂ
Ｊ
銀
行
の
前
身
で
あ

る
新
韓
銀
行
に
勤
務
し
た
こ

と
が
あ
る
と
い
う
保
護
者

は
、「
勉
強
に
な
っ
た
」「
楽

し
か
っ
た
」
と
話
す
１１
歳
と

９
歳
の
我
が
子
を
見
な
が
ら

笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
李
鍾
元
さ
ん

を
司
会
に
韓
日
の
専
門
家
が

南
北
、北
米
首
脳
会
談
が「
成

功
」
す
る
条
件
と
日
本
の
外

交
に
つ
い
て
語
っ
た
。
北
米

会
談
の
見
通
し
に
つ
い
て
は

「
成
功
」
「
失
敗
」
で
意
見

が
分
か
れ
た
。
小
此
木
政
夫

さ
ん（
慶
応
大
学
名
誉
教
授
）

は
「
失
敗
の
リ
ス
ク
も
大
き

い
」
と
言
い
な
が
ら
、
北
韓

が
生
き
残
り
を
か
け
て
大
胆

に
譲
歩
し
て
く
る
可
能
性
に

期
待
感
を
示
し
た
。

井
上
智
太
郎
さ
ん
（
共
同

通
信
外
信
部
次
長
）
は
「
北

米
会
談
で
成
功
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
北
が
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
（
大

陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
）
の
放

棄
ま
た
は
開
発
中
断
を
表
明

し
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
受

け
入
れ
て
し
ま
う
場
合
だ
ろ

う
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
席

を
蹴
っ
て
ま
で
軍
事
行
動
に

出
る
と
い
う
可
能
性
は
低

い
。
し
か
し
、
韓
半
島
の
緊

張
緩
和
と
い
う
課
題
は
残

る
。
平
和
体
制
構
築
へ
ど
う

い
う
仕
掛
け
を
つ
く
る
か
が

大
切
に
な
る
」
と
語
っ
た
。

同
じ
く
平
井
久
志
さ
ん

（
共
同
通
信
客
員
論
説
委
員
）

は
「
米
国
が
即
時
の
核
放
棄

を
迫
れ
ば
、
核
を
手
放
し
た

く
な
い
北
韓
は
段
階
論
を
言

う
だ
ろ
う
。
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
ア
バ
ウ
ト
路
線
に
期
待

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

一
方
、
金
錬
鐵
さ
ん
（
仁

済
大
学
統
一
学
部
教
授
）
は

「
南
北
の
首
脳
間
で
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
開
設
す
る
こ
と
で

合
意
し
た
。
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

の
持
つ
意
味
も
重
要
だ
。
日

常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
北
韓
を
説
得
で
き
る
。

韓
国
戦
争
の
終
結
宣
言
は
重

要
」
と
強
調
し
た
。

文
さ
ん
は
日
本
に
米
国
一

辺
倒
で
は
な
い
主
導
的
な
外

交
を
望
ん
だ
。
「
日
本
が
北

韓
を
普
通
の
国
と
し
て
認
め

れ
ば
、
北
韓
も
普
通
の
国
と

し
て
行
動
す
る
し
か
な
い
。

国
際
社
会
は
韓
半
島
の
非
核

化
と
平
和
安
定
を
望
ん
で
い

る
」。

指導する金幸子さん（中）

カ
ヤ
グ
ム
体
験
で

「
ア
リ
ラ
ン
」演
奏

在
日
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
講
座

韓
国
の
伝
統
楽
器
、
カ
ヤ

グ
ム
の
演
奏
を
体
験
で
き
る

ワ
ン
コ
イ
ン
レ
ッ
ス
ン
が
７

日
、
在
日
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

あ
っ
た
。
カ
ヤ
グ
ム
講
座
に

は
６
人
が
参
加
し
た
。

講
師
の
金
幸
子
さ
ん
か
ら

カ
ヤ
グ
ム
の
歴
史
を
聞
き
、

基
本
の
音
階
を
学
ぶ
と
、
京

畿
民
謡
「
ア
リ
ラ
ン
」
に
挑

戦
し
た
。
最
後
は
一
人
ず
つ

歌
い
な
が
ら
弾
き
終
え
た
。

こ
の
間
、
わ
ず
か
９０
分
。
カ

ヤ
グ
ム
に
触
れ
た
の
は
全

員
、
こ
の
日
が
初
め
て
と
は

思
え
な
い
ス
ピ
ー
ド
上
達
ぶ

り
だ
っ
た
。

韓
国
か
ら
来
日
し
て
１０
年

目
と
い
う
３０
代
の
女
性
は

「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
カ
ヤ
グ

ム
に
憧
れ
て
い
た
」と
い
う
。

日
本
人
の
親
子
は
韓
国
ド
ラ

マ
好
き
。
「
カ
ヤ
グ
ム
は
音

が
素
敵
。
い
つ
か
や
っ
て
み

た
い
」
と
思
っ
て
い
た
と
い

う
。
こ
の
ほ
か
、
「
優
雅
な

楽
器
」
と
い
う
評
価
も
聞
か

れ
た
。
カ
ヤ
グ
ム
の
ほ
か
チ

ャ
ン
ゴ
、
韓
国
舞
踊
の
各
教

室
は
１１
日
か
ら
。

「
若
光
ウ
オ
ー
ク
」

参
加
者
を
募
集
中

２７
日
、高
来
神
社
集
合

【
埼
玉
】
１
３
０
０
年
前

の
高
麗
人
に
思
い
を
馳
せ
な

が
ら
高
来
神
社
（
神
奈
川
県

大
磯
町
）か
ら
高
麗
神
社（
埼

玉
県
日
高
市
）
ま
で
の
約
１

０
０
�
を
４
日
間
か
け
て
た

ど
る
第
３
回
高
麗
王
・
若
光

ウ
オ
ー
ク
が
２７
日
、
ス
タ
ー

ト
す
る
。

高
来
神
社
に
は
高
麗
郡
の

初
代
郡
司
と
い
わ
れ
る
高
麗

王
若
光
の
伝
説
が
残
っ
て
い

る
。
一
方
、
高
麗
郡
は
大
磯

か
ら
真
北
に
あ
る
。
実
際
ど

の
よ
う
な
道
を
た
ど
っ
た
の

か
は
不
明
だ
が
、
建
郡
か
ら

１
３
０
０
年
に
あ
た
る
１６
年

５
月
に
延
べ
２
５
５
人
が
北

上
す
る
ル
ー
ト
を
歩
い
た
の

が
始
ま
り
。

２７
日
１０
時
、
高
来
神
社
集

合
。
２
日
以
上
の
参
加
者
は

保
険
代
な
ど
２
０
０
０
円
、

１
日
だ
け
の
参
加
は
当
日
申

し
込
み
可
能
。

問
い
合
わ
せ
は
一
般
社
団

法
人
高
麗
１
３
０
０
事
務
局

（
０
４
２
・
９
７
８
・
７
４

３
２
）。

韓
国
の
歴
史
と
文
化
…

レ
シ
ピ
の
「
物
語
」伝
授

趙善玉料理
研究院２０年

伝
統
餅
、薬
膳
、宮
中
料
理
も

わ
く
わ
く
１
日
行
員

Ｓ
Ｂ
Ｊ
銀
行

「
春
休
み
見
学
デ
ー
」

在
校
生
に
迎
え
ら
れ
て

各
地
民
族
学
校
で
入
学
式

プ
ン
ム
ル
で
会
場
一
体
「
三
・
一

文
化
祭
」

偏見と蔑視に抗って
高麗博物館「在日韓国・朝鮮人の戦後」

慶州李氏集まれ

ルーツ探しの旅

福
岡
宗
親
会
呼
び
か
け

韓
半
島
非
核
化
へ
の
道

韓
日
の
専
門
家
が
討
論
早稲田大

首
脳
会
談
成
功
を
期
待

（４）２０１８年４月１１日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２８９６号



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

学
生
会
（
張
在
�
会
長
）

は
７
日
、
東
京
・
港
区
の
韓

国
中
央
会
館
に
新
入
生
を
迎

え
、
１８
年
度
歓
迎
交
流
会
を

行
っ
た
。
執
行
部
を
含
め
昨

年
を
上
回
る
約
３０
人
が
参

加
。
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
を

記
し
た
名
札
代
わ
り
の
ガ
ム

テ
ー
プ
を
胸
に
３
つ
の
テ
ー

ブ
ル
に
分
か
れ
、
大
学
の
所

属
サ
ー
ク
ル
や
専
攻
な
ど
を

質
問
し
あ
っ
た
。

ゲ
ー
ム
も
「
名
前
で
ビ
ン

ゴ
」
な
ど
、
お
互
い
に
知
り

合
い
、
仲
良
く
な
れ
る
よ
う

な
工
夫
が
い
っ
ぱ
い
。
２
人

の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
る

や
早
速
、
「
リ
ー
チ
」
の
声

が
上
が
っ
た
。
６
人
ず
つ
で

チ
ー
ム
を
組
み
、
絡
ん
だ
手

を
ほ
ど
い
て
円
に
す
る
タ
イ

ム
を
競
い
合
う
「
人
間
知
恵

の
輪
」
で
は
さ
ら
に
親
密
さ

を
増
し
て
い
た
。

こ
の
後
、
会
場
を
移
し
て

２
次
会
を
行
っ
た
。

お互いを知り、仲良くなれる場となった歓迎会

【
京
都
】
在
日
同
胞
の
多
住
す
る
京
都
市
南
区
の
東
九
条
地
区
で
４０
年
間
、
延
べ

５
０
０
人
以
上
が
学
ん
で
き
た
識
字
教
室
「
オ
モ
ニ
ハ
ッ
キ
ョ
」
が
惜
し
ま
れ
つ
つ

３
月
末
で
閉
校
し
た
。
多
い
時
は
１
０
０
人
以
上
の
生
徒
が
日
本
語
の
読
み
書
き
を

習
っ
て
い
た
が
、
近
年
は
高
齢
化
が
進
み
、
参
加
す
る
生
徒
も
昨
年
は
６
人
、
今
年

に
入
っ
て
か
ら
は
３
人
ま
で
に
落
ち
込
ん
で
い
た
。

教
室
を
運
営
し
て
い
た
朴

実
さ
ん
（
７４
）
は
「
寂
し
い

で
す
ね
。
な
ん
と
か
い
ま
ま

で
続
け
て
き
た
が
、
仕
方
な

い
で
す
」と
肩
を
落
と
し
た
。

「
オ
モ
ニ
ハ
ッ
キ
ョ
」
は

日
本
の
戦
後
、
毎
日
生
き
て

い
く
の
に
精
い
っ
ぱ
い
で
、

十
分
な
教
育
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
在
日
１
世
を
中
心
と

す
る
オ
モ
ニ
が
日
本
語
を
学

ぶ
場
だ
。
１
９
７
８
年
、
在

日
大
韓
基
督
協
会
京
都
南
部

教
会
で
「
九
条
オ
モ
ニ
ハ
ッ

キ
ョ
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。

０３
年
か
ら
は
「
東
九
条
市
民

文
庫
・
マ
ダ
ン
セ
ン
タ
ー
」

に
場
所
を
移
し
「
オ
モ
ニ
ハ

ッ
キ
ョ
」
の
名
称
で
親
し
ま

れ
て
き
た
。

毎
週
月
曜
日
の
夜
に
開

講
。
日
本
人
の
教
員
や
大
学

生
ら
が
講
師
と
な
っ
て
指
導

に
あ
た
っ
た
。
オ
モ
ニ
た
ち

は
一
生
懸
命
、
一
文
字
一
文

字
を
丁
寧
に
書
き
な
が
ら
、

文
字
を
覚
え
る
楽
し
さ
を
学

ん
で
い
っ
た
。
母
親
も
教
室

に
通
っ
て
い
た
と
い
う
朴
さ

ん
は
「
文
字
が
書
け
る
よ
う

に
な
っ
た
時
の
オ
モ
ニ
の
顔

が
と
て
も
う
れ
し
そ
う
だ
っ

た
」と
当
時
を
振
り
返
っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ー
ト

当
初
か
ら
通
っ
て
い
た
京
都

生
ま
れ
の
在
日
２
世
、
趙
�

日
さ
ん
（
８７
）
は
、
親
か
ら

自
分
の
名
前
ぐ
ら
い
は
か
け

る
よ
う
に
と
小
学
校
だ
け
は

行
か
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
毎

日
の
生
活
は
大
変
で
、
結
婚

後
も
仕
事
や
子
育
て
に
追
わ

れ
た
。
「
学
び
た
い
と
い
う

強
い
思
い
が
あ
っ
て
教
室
に

通
っ
た
。
字
も
覚
え
、
友
だ

ち
も
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」

と
い
う
。

７
日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た「
お
別
れ
会
」に
は
、

趙
さ
ん
を
含
む
生
徒
４
人
と

講
師
ら
あ
わ
せ
て
１５
人
が
参

加
。
近
く
か
ら
通
っ
て
い
た

李
永
愛
さ
ん（
８９
）さ
ん
は
、

「
通
っ
て
１０
年
、
途
中
、
体

を
悪
く
し
て
休
ん
だ
時
も
あ

っ
た
が
、み
ん
な
に
会
え
た
。

無
く
な
る
の
は
さ
み
し
い
」

と
話
し
て
い
た
。

南
部
教
会
の
こ
ろ
か
ら
約

３０
年
通
っ
て
い
た
具
且
恵
さ

ん
（
９４
）
は
、
「
無
学
だ
っ

た
自
分
が
文
字
を
習
え
る
の

が
う
れ
し
か
っ
た
」
と
当
時

を
懐
か
し
み
、
み
ん
な
と
昔

話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。

朴
さ
ん
は
「
差
別
や
男
尊

女
卑
で
文
字
を
習
う
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
時
代
。

オ
モ
ニ
た
ち
が
必
死
に
文
字

を
習
っ
て
い
る
姿
に
感
動
す

ら
覚
え
た
。
オ
モ
ニ
ハ
ッ
キ

ョ
は
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
渇

い
た
の
ど
を
潤
す
よ
う
な
集

ま
り
の
場
だ
っ
た
」
と
胸
を

張
っ
た
。

１６
日
か
ら
京
都
市
地
域
・

多
文
化
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
で
オ
モ
ニ
ハ
ッ
キ

ョ
の
写
真
を
展
示
す
る
。
２７

日
ま
で
。

教える側だった若者もオモニの姿から学び成長した

青
年
会
（
朴
裕
植
会
長
）

は
８
日
、
東
京
・
港
区
の
韓

国
中
央
会
館
で
今
年
度
初
の

全
国
会
長
会
議
を
開
催
。
２

月
の
第
４０
回
定
期
中
央
大
会

の
決
議
に
基
づ
き
、
具
体
的

な
推
進
方
案
に
つ
い
て
意
見

を
交
換
し
た
。

大
会
で
重
点
方
針
と
し
て

採
択
さ
れ
た
都
道
府
県
地
方

の
枠
組
み
を
超
え
て
新
規
青

年
を
掘
り
起
こ
し
、
実
質
会

員
と
し
て
定
着
化
を
図
る
た

め
の「
地
域
連
帯
事
業
」は
、

各
地
の
会
長
が
５
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
日
程
、
場
所
、

大
ま
か
な
事
業
内
容
を
決
め

た
。神

奈
川
、
埼
玉
、
奈
良
、

群
馬
、
和
歌
山
の
グ
ル
ー
プ

は
９
月
１５
～
１６
日
、
奈
良
で

開
催
。「
大
人
の
修
学
旅
行
」

で
在
日
青
年
の
出
会
い
を
め

ざ
す
。
大
阪
、
宮
城
、
北
海

道
の
グ
ル
ー
プ
は
９
月
１５
～

１７
の
３
日
間
、
北
海
道
の
コ

テ
ー
ジ
を
借
り
て
語
り
合

い
、
横
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
。
こ
の
ほ
か
広
島
と
長
崎

が
候
補
地
と
な
っ
て
い
る
。

詳
細
は
今
後
ウ
ェ
ブ
会
議
で

詰
め
て
い
く
。

並
行
し
て
５
月
２６
～
２７
日

に
は
韓
国
中
央
会
館
で
活
動

者
研
修
会
「
コ
リ
ア
ン
ユ
ー

ス
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
開
催
。

６
月
か
ら
は
戸
別
訪
問
と
電

話
動
員
に
入
っ
て
い
く
。
対

象
は
１
万
世
帯
。
人
数
が
多

い
大
阪
、
兵
庫
は
２
週
間
集

中
し
て
行
う
。

韓
国
研
修
会
は
１１
月
２２
～

２５
日
に
予
定
し
て
い
る
。
分

科
会
コ
ー
ス
は
参
加
者
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
４
つ
に

増
や
し
た
。
規
模
は
５０
人
以

上
と
し
た
。

【
神
奈
川
】
春
ら
ん
ま

ん
。
約
１
０
０
種
類
の
桜
が

咲
き
誇
る
横
浜
市
の
県
立
三

ツ
池
公
園
内「
コ
リ
ア
庭
園
」

周
辺
で
１
日
、
横
浜
農
楽
隊

の
演
奏
が
と
ど
ろ
い
た
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
民
団
国
際
協
力
セ
ン
タ

ー
（
民
団
神
奈
川
本
部
内
）

に
よ
る
韓
日
市
民
交
流
「
春

の
コ
リ
ア
マ
ダ
ン
」
だ
。

こ
の
日
は
ぽ
か
ぽ
か
陽
気

で
絶
好
の
花
見
日
和
。
農
楽

が
始
ま
る
と
、
「
コ
リ
ア
庭

園
」
周
辺
に
は
１
５
０
人
ほ

ど
の
人
垣
が
で
き
た
。
農
楽

隊
メ
ン
バ
ー
が
見
物
客
の
輪

の
中
で
躍
動
し
な
が
ら
土
俗

的
な
リ
ズ
ム
を
刻
む
と
、
観

客
か
ら
「
チ
ャ
ル
ハ
ン
ダ
」

と
賞
賛
の
声
が
聞
か
れ
た
。

庭
園
内
で
は
チ
ェ
ギ
チ
ャ

ギ
（
羽
根
蹴
り
）
や
ト
ゥ
ホ

（
投
壺
遊
び
）
、
ペ
ン
イ
ノ

リ
な
ど
の
民
俗
遊
戯
を
楽
し

む
家
族
連
れ
も
。

婦
人
会
神
奈
川
本
部
は
終

日
、
コ
リ
ア
庭
園
の
前
で
屋

台
販
売
ブ
ー
ス
を
出
店
し
、

各
種
キ
ム
チ
や
チ
ヂ
ミ
を
販

売
し
た
。
チ
ヂ
ミ
は
一
度
に

１５
枚
の
注
文
も
あ
っ
て
、
役

員
は
対
応
に
大
わ
ら
わ
だ
っ

た
。
民
団
中
央
本
部
か
ら
金

利
中
副
団
長
が
激
励
に
訪
れ

た
。

コ
リ
ア
庭
園
に
通
じ
る
階
段
を
上
が
る
農
楽
隊

青
年
会
の
地
方
大
会
が
１３

地
方
本
部
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
７
地
方
が
任
期
大

会
だ
っ
た
。

▽
神
奈
川

（
３
月
１７
日

�
第
４１
回
）

張

星

鎭

氏

（
３０
、
前
副
会
長
）
が
新
会

長
に
就
任
し
た
。
張
会
長
は

「
日
本
社
会
で
賢
く
生
き
る

た
め
に
必
要
な
知
識
を
共
有

で
き
る
研
修
会
」
を
計
画
し

て
い
る
。
代
表
監
査
は
李
健

司
氏
（
前
会
長
）。

▽
東
京
（
３
月
２５
日
�
第

４３
回
）
新
会
長
に
高
光
弘
氏

（
３５
、
前
副
会
長
）
。
高
会

長
は
オ
リ
ニ
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ー
、幹
部
活
動
者
研
修
、

母
国
訪
問
を
重
点
事
業
と
し

て
推
進
し
て
い
く
。
代
表
監

査
は
洪
性
郁
氏
。

▽
福
岡
（
３
月
２５
日
�
第

４２
回
）
現
職
の
朴
成
華
会
長

（
３５
）
を
再
選
。
朴
会
長
は

「
若
い
人
を
育
て
バ
ト
ン
を

渡
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
代

表
監
査
は
朴
	
鎔
氏
。

▽
長
崎
（
３
月
２６
日
�
第

１０
回
）
現
職
の
李
相
一
会
長

（
３１
）
が
２
期
目
も
担
う
。

「
今
年
を
折
り
返
し
の
年
に

し
た
い
」
と
述
べ
た
。
代
表

監
査
は
崔
幸
平
氏
。

▽
山
梨
（
３
月
３１
日
�
第

１２
回
）
李
成
一
会
長
（
３３
）

を
再
選
。
李
会
長
は
新
規
青

年
の
発
掘
と
会
員
化
を
め
ざ

し
て
い
る
。
代
表
監
査
は
鄭

ド
ン
ソ
ル
氏
。

▽
大
阪
（
３
月
３１
日
�
第

４０
回
）
新
会
長
に
尹
祉
惠
氏

（
３０
、
前
組
織
部
長
）
。
中

・
高
生
と
大
学
生
の
た
め
の

各
交
流
会
で
次
世
代
育
成
を

め
ざ
す
。
「
青
年
会
を
ど
こ

よ
り
も
す
ば
ら
し
い
組
織
に

し
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

代
表
監
査
は
金
琳
泰
氏
を
再

選
。▽

京
都
（
４
月
１
日
�
第

４０
回
・
臨
時
）
新
会
長
に
金

涼
子
氏（
３４
、
前
組
織
部
長
）

が
就
任
し
た
。金
会
長
は「
新

規
参
加
者
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
る
集
ま
り
を
企
画
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
。
代

表
監
査
は
許
聖
希
氏
（
前
副

会
長
）。

張
星
鎭
氏

李
相
一
氏

高
光
弘
氏

李
成
一
氏

朴
成
華
氏

尹
祉
惠
氏

金
涼
子
氏

民団生野中央支部主催の交流マダン

２
０
１
８
民
団
地
方
委
・

総
会
が
３
月
３０
日
ま
で
に
す

べ
て
終
了
し
た
。

▽
青
森
（
趙
重
憲
団
長
、

３
月
２６
日
�
第
５４
回
）
創
団

７０
周
年
記
念
式
典
を
６
月
１１

日
に
開
催
す
る
。
今
年
度
は

東
北
地
方
協
議
会
の
開
催
県

と
し
て
最
善
を
尽
く
す
。
次

世
代
事
業
は
再
重
要
事
業
と

し
て
継
続
。

▽
山
形
（
車
壽
鎔
団
長
、

３
月
２６
日
�
第
２４
回
）
新
定

住
者
と
日
本
籍
同
胞
の
子
弟

を
対
象
と
す
る
「
週
末
ハ
ン

グ
ル
学
校
」
を
村
山
と
鶴
岡

の
２
カ
所
に
開
校
し
た
。
韓

日
関
係
の
改
善
を
目
指
し

て
、
自
治
体
や
日
韓
親
善
協

会
な
ど
と
と
も
に
草
の
根
交

流
の
拡
充
に
も
力
を
入
れ
て

き
た
。
特
に
地
域
団
体
と
共

催
し
た
韓
日
文
化
公
演
は
、

創
団
７０
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い

盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。
車

団
長
は
地
域
社
会
に
も
っ
と

貢
献
で
き
る
よ
う
引
き
続
き

努
力
し
て
い
く
と
述
べ
た
。

▽
秋
田
（
朴
金
芳
団
長
、

３
月
２６
日
�
第
２３
回
）
昨
年

に
続
き
支
部
活
性
化
、
戸
別

訪
問
の
実
施
に
取
り
組
む
。

特
に
独
居
暮
ら
し
な
ど
の
高

齢
者
団
員
宅
を
重
点
的
に
回

る
。
次
世
代
育
成
へ
オ
リ
ニ

林
間
学
校
を
継
続
す
る
。

▽
栃
木
（
崔
龍
治
団
長
、

３
月
２８
日
�
第
６８
回
）
創
団

７０
周
年
記
念
式
典
を
７
月
２７

日
に
開
催
す
る
。
式
典
に
は

日
本
の
各
界
か
ら
来
賓
を
招

き
、
「
韓
日
友
好
の
夕
べ
」

も
行
う
。

▽
大
分
（
呉
成
秀
団
長
、

３
月
２９
日
�
第
６５
回
）
創
団

７０
周
年
記
念
事
業
を
予
定
し

て
い
る
。
呉
団
長
は
「
時
代

に
即
応
す
る
確
固
と
し
た
基

盤
の
再
構
築
を
に
向
け
た
出

発
点
に
し
て
い
く
」
と
述
べ

た
。
総
括
報
告
に
よ
れ
ば
、

昨
年
、
杵
筑
海
の
家
で
の
オ

リ
ニ
夏
季
キ
ャ
ン
プ
に
は
保

護
者
を
含
め
約
８０
人
が
参
加

し
た
。

▽
愛
媛
（
金
鐘
哲
団
長
、

３
月
２９
日
�
第
１
回
）
次
世

代
育
成
セ
ミ
ナ
ー
は
日
本
国

籍
の
オ
リ
ニ
や
保
護
者
も
対

象
に
含
め
て
実
施
す
る
。
高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、
民

団
か
ら
疎
遠
に
な
っ
て
い
る

同
胞
へ
の
支
援
も
行
う
。
金

団
長
は
「
前
年
度
同
様
、
一

人
で
も
多
く
の
同
胞
が
民
団

に
集
ま
る
よ
う
活
動
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

強
制
徴
用
に
よ
り
犠
牲
と

な
っ
た
同
胞
慰
霊
事
業
は
継

続
。
昨
年
は
県
と
韓
国
を
結

ぶ
航
空
路
線
の
紹
介
に
努

め
、
搭
乗
率
の
ア
ッ
プ
に
貢

献
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。▽

福
井
（
尹
鐘
鎭
団
長
、

３
月
３０
日
�
第
２
回
）
水
原

と
福
井
の
両
市
Ｊ
Ｃ
が
今
年

度
か
ら
交
互
開
催
を
計
画
し

て
い
る
韓
日
少
年
フ
ッ
ト
サ

ル
親
善
試
合
を
支
援
し
て
い

く
。
両
Ｊ
Ｃ
は
６５
年
に
姉
妹

関
係
を
結
び
、
今
日
ま
で
活

発
に
交
流
を
続
け
て
い
る
。

８３
年
に
は
両
市
の
商
工
会
議

所
も
姉
妹
関
係
を
結
び
、
０１

年
に
は
友
好
都
市
の
契
を
結

ん
だ
。
こ
の
ほ
か
、
県
と
福

井
大
学
、
丹
南
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ

Ｖ
を
訪
ね
、
学
術
・
文
化
交

流
の
希
望
を
伝
え
た
韓
国
・

大
田
市
の
ハ
ン
バ
ッ
ト
大
学

も
支
援
し
て
い
く
。

家族でバーベキューを囲む

野
遊
会
に
８０
人

民
団
桑
名
支
部

【
三
重
】
民
団
桑
名
支
部

（
金
徳
俊
支
団
長
）は
８
日
、

桑
名
市
内
で「
春
季
野
遊
会
」

を
開
催
し
た
。
４０
代
の
若
手

団
員
を
中
心
に
８０
人
が
参

加
。
婦
人
会
桑
名
支
部
が
準

備
し
た
食
材
で
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
楽
し
ん
だ
。

同
支
部
は
今
年
が
結
成
か

ら
７０
周
年
。金
支
団
長
は「
い

ろ
い
ろ
な
行
事
を
企
画
し
て

い
る
」
と
述
べ
、
多
く
の
参

加
を
呼
び
か
け
た
。

県
本
部
か
ら
は
殷
慶
基
団

長
も
駆
け
つ
け
、
「
み
ん
な

で
民
団
を
盛
り
上
げ
て
い
こ

う
」
と
激
励
し
た
。

満
開
の
桜
の
下
で

同
胞
交
流
マ
ダ
ン

民
団
生
野
中
央
支
部

【
大
阪
】
満
開
の
桜
を
楽

し
む
「
春
季
同
胞
交
流
マ
ダ

ン
」
が
１
日
、
民
団
大
阪
管

内
の
各
支
部
で
行
わ
れ
た
。

生
野
中
央
支
部
（
金
文
成
支

団
長
）
で
は
生
野
区
コ
リ
ア

タ
ウ
ン
内
に
あ
る
御
幸
森
第

２
公
園
で
２
０
０
人
が
親
睦

を
深
め
た
。

金
支
団
長
は
「
桜
を
目
で

な
が
ら
、
楽
し
い
一
日
を
す

ご
そ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

本
部
か
ら
呉
龍
浩
団
長
も
激

励
に
駆
け
付
け
た
。
韓
国
歌

謡
シ
ョ
ー
が
始
ま
る
と
、
ス

テ
ー
ジ
前
で
踊
り
の
輪
が
で

き
た
。
こ
の
日
は
平
野
東
住

吉
、
茨
木
、
泉
州
、
北
大
阪

の
各
支
部
で
も
マ
ダ
ン
が
行

わ
れ
た
。

団
員
と「
春
ま
つ
り
」

民
団
左
京
支
部

【
京
都
】
民
団
京
都
・
左

京
支
部
（
金
愛
子
支
団
長
）

は
１
日
、
同
会
館
で
「
春
ま

つ
り
」
を
開
催
し
た
。
団
員

ら
７６
人
が
参
加
。
カ
ヤ
グ
ム

や
チ
ャ
ン
ゴ
な
ど
の
演
奏
に

聞
き
入
り
、
韓
国
ノ
レ
が
始

ま
る
と
、
手
拍
子
で
口
ず
さ

ん
だ
。

民
団
京
都
本
部
か
ら
金
政

弘
団
長
が
加
わ
っ
た
。

差
別
禁
止
条
例

制
定
を
め
ざ
す

法
曹
フ
ォ
ー
ラ
ム
総
会

在
日
韓
国
人
法
曹
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
李
宇
海
会
長
）
は
７

日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
第
６

回
定
時
会
員
総
会
を
開
い

た
。
会
員
２１
人
の
出
席
で
成

立
。１７
年
度
の
報
告
が
あ
り
、

１８
年
度
の
事
業
計
画
案
と
予

算
案
を
承
認
し
た
。

今
年
度
は
２
０
２
０
年
東

京
五
輪
開
催
を
前
に
差
別
禁

止
条
例
の
制
定
を
め
ざ
し
、

青
年
会
と
共
催
し
て
毎
月
１

回
、
定
例
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
く
。
こ
の
ほ
か
、
国

連
人
権
理
事
会
に
お
け
る
普

遍
的
定
期
的
審
査
に
向
け
た

レ
ポ
ー
ト
の
作
成
や
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
規
制
に
関
す
る
条

例
案
の
作
成
な
ど
。

総
会
後
の
「
研
究
講
座
」

で
は
民
団
鳥
取
本
部
の
薛
幸

夫
前
団
長
が
「
在
日
よ
、
お

前
は
だ
れ
だ
！
」
と
題
し
た

「
在
日
私
論
」を
発
表
し
た
。

ス
キ
ー
楽
し
み

友
だ
ち
づ
く
り

民
団
北
海
道
キ
ャ
ン
プ

【
北
海
道
】
ス
キ
ー
で
わ

い
わ
い
楽
し
く
遊
び
な
が
ら

友
だ
ち
づ
く
り
。
民
団
北
海

道
本
部
（
李
圭
亮
団
長
）
な

ら
で
は
の
５
回
目
の
オ
リ
ニ

ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
３

月
２８
、
２９
の
両
日
、
ル
ス
ツ

リ
ゾ
ー
ト
（
虻
田
郡
）
で
行

わ
れ
た
�
写
真
�
。

２８
日
早
朝
、
民
団
本
部
を

バ
ス
で
出
発
。
移
動
中
は
み

ん
な
で
韓
国
の
歌
を
合
唱
し

楽
し
く
過
ご
し
た
。
キ
ャ
ン

プ
に
初
参
加
し
た
低
学
年
は

高
学
年
の
オ
リ
ニ
が

世
話
に
あ
た
り
リ
ー

ダ
ー
育
成
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
場
に
な
っ

た
。
ス
キ
ー
場
で
は

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
オ
リ
ニ
の
指
導
に

あ
た
り
、
初
心
者
で

も
一
日
で
滑
れ
る
よ

う
に
な
り
、
晴
天
の

中
、
春
ス
キ
ー
を
楽

し
ん
で
い
た
。
一
夜

明
け
る
と
、「
ま
た
、

み
ん
な
で
泊
ま
っ
て

遊
び
た
い
」
と
感
想

を
口
に
し
て
い
た
。

新
条
例
施
行
し
た

世
田
谷
区
に
学
ぶ

市
民
が
意
見
交
換

超
党
派
の
議
員
や
研
究

者
、
市
民
ら
で
つ
く
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
団
体
「
多
文
化
共

生
・
自
治
体
政
策
研
究
会
」

（
世
話
人
�
高
柳
俊
哉
さ
い

た
ま
市
議
会
議
員
ほ
か
）
は

３
日
、
新
年
度
か
ら
「
国
籍

差
別
・
民
族
差
別
を
禁
止
す

る
日
本
初
の
条
例
」
を
施
行

し
た
世
田
谷
区
を
訪
れ
、
条

例
の
制
定
に
尽
力
し
た
上
川

あ
や
議
員
、
お
よ
び
担
当
職

員
と
意
見
交
換
し
た
。

同
条
例
は
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
が
出
発
点
と
な
っ

た
。
「
誰
も
が
差
別
を
受
け

る
こ
と
な
く
、
自
分
ら
し
く

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
」
を
目

指
し
、
男
女
共
同
参
画
条
例

と
多
文
化
共
生
を
組
み
合
わ

せ
た
。
区
民
か
ら
の
苦
情
、

意
見
、
相
談
を
受
け
る
の
も

珍
し
い
。
今
後
発
足
す
る
予

定
の
審
議
会
に
は
外
国
籍
や

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
当

事
者
も
加
え
、
多
文
化
共
生

で
は
行
動
計
画
を
つ
く
っ
て

い
く
と
い
う
。

師
岡
康
子
弁
護
士
は
、
苦

情
申
し
立
て
を
受
け
た
区
長

が
第
３
者
の
諮
問
機
関
に
図

り
な
が
ら
「
適
切
な
措
置
」

を
講
じ
る
と
し
た
条
項
に
着

目
し
、
「
育
て
て
い
い
も
の

に
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
期

待
を
込
め
た
。
共
同
世
話
人

の
山
田
貴
夫
さ
ん
（
大
学
教

員
）
は
外
国
籍
住
民
を
対
象

と
し
た
差
別
体
験
に
関
す
る

実
態
調
査
を
提
起
し
た
。

青
年
会
中
央
本
部
の
朴
裕

植
会
長
は
、
差
別
扇
動
団
体

へ
の
公
共
施
設
の
貸
し
出
し

禁
止
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

担
当
職
員
は
、
区
内
で
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
案
件
が
少
な
い

こ
と
か
ら
、
将
来
的
な
課
題

と
し
た
。

上
川
議
員
は
「
産
声
を
あ

げ
た
ば
か
り
。
実
効
性
を
伴

う
条
例
に
し
て
い
く
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。

行
列
参
加
者
募
集

ザ
よ
こ
は
ま
パ
レ
ー
ド

【
神
奈
川
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
民
団

国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
は
５
月

３
日
、
横
浜
市
内
で
開
催
さ

れ
る
「
第
６６
回
ザ
よ
こ
は
ま

パ
レ
ー
ド
国
際
仮
装
行
列
」

で
「
朝
鮮
通
信
使
行
列
」
を

再
現
す
る
に
あ
た
り
、
参
加

者
を
募
集
し
て
い
る
。

内
訳
は
「
朝
鮮
通
信
使
隊

列
」、「
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
隊
列
」

と
も
各
３０
人
。
国
籍
不
問
、

小
学
生
は
４
年
生
か
ら
申
し

込
め
る
。

問
い
合
わ
せ
先
は
担
当
の

李
豪
哲
さ
ん
（
０
７
０
・
５

４
７
２
・
７
９
２
３
）。

金
両
基
氏
（
比
較
文
化
学

者
、
評
論
家
）
２
日
、
突
発

性
間
質
性
肺
炎
の
た
め
静
岡

市
内
の
病
院
で
死
去
。８４
歳
。

葬
儀
は
近
親
者
の
み
で
営
ん

だ
。
後
日
静
岡
県
内
で
「
し

の
ぶ
会
」
を
開
く
予
定
。

東
京
都
大
田
区
生
ま
れ
の

在
日
韓
国
人
２
世
。
早
稲
田

大
学
文
学
部
卒
、哲
学
博
士
。

韓
国
中
央
大
学
客
員
教
授
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
大
学
教
授
を

経
て
８７
年
、
韓
国
人
と
し
て

は
初
め
て
国
公
立
大
学
の
静

岡
県
立
大
学
に
正
教
授
と
し

て
就
任
し
た
。

専
門
は
韓
日
両
国
を
中
心

と
し
た
ア
ジ
ア
諸
国
の
文
化

研
究
。
な
か
で
も
「
朝
鮮
通

信
使
」
の
研
究
に
は
力
を
入

れ
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺

産
へ
の
登
録
を
目
指
す
推
進

委
員
会
の
委
員
と
し
て
活
躍

し
た
。
７９
年
度
文
化
庁
芸
術

祭
優
秀
賞
、
８４
年
ラ
ジ
オ
た

ん
ぱ
第
１
回
ア
ジ
ア
賞
、
９５

年
韓
国
放
送
公
社
第
３
回
Ｋ

Ｂ
Ｓ
海
外
同
胞
賞
特
別
賞
、

０２
年
韓
国
政
府
か
ら
文
化
勲

章
。

東
九
条
地
域
で
４０
年

「
お
別
れ
会
」

感
謝
と
惜
別
の
念

春
ら
ん
ま
ん
「
コ
リ
ア
庭
園
」

横
浜
農
楽
隊
が
躍
動

初
対
面
で
す
ぐ
仲
良
く

学
生
会

新
入
生
歓
迎
会
開
く

新
規
会
員
発
掘
へ
全
力

青
年
会

全
国
５
カ
所
で
連
帯
事
業

「オモニハッキョ」閉校

民
団

地

方

委

総
会

終

わ

る

７
本
部
で
改
選
地
方

大
会

第２８９６号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１８年４月１１日（水曜日）（５）
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展 覧 会
公 演

１
９
８
０
年
５
月
に
起
き

た
光
州
事
件
を
題
材
に
し
、

実
在
し
た
２
人
の
実
話
を
基

に
し
た
、
チ
ァ
ン
・
フ
ン
監

督
の
映
画
「
タ
ク
シ
ー
運
転

手
～
約
束
は
海
を
超
え
て

～
」
（
配
給
�
ク
ロ
ッ
ク
ワ

ー
ク
ス
）が
４
月
２１
日
か
ら
、

東
京
の
シ
ネ
マ
ー
ト
新
宿
ほ

か
全
国
で
公
開
さ
れ
る
。

光
州
事
件
は
、
８０
年
５
月

１８
日
か
ら
１０
日
間
、
光
州
市

で
民
主
化
を
求
め
る
学
生
や

市
民
を
軍
が
武
力
鎮
圧
し
た

事
件
。
市
民
側
に
多
数
の
死

傷
者
を
出
し
た
。

「
タ
ク
シ
ー
運
転
手
」は
、

戒
厳
令
下
の
言
論
統
制
を
く

ぐ
り
抜
け
、
唯
一
、
光
州
を

取
材
し
、
全
世
界
に
そ
の
実

情
を
伝
え
た
ド
イ
ツ
人
記
者

の
ウ
ィ
ル
ゲ
ル
・
ヒ
ン
ツ
ペ

ー
タ
ー
（
役
名
ピ
ー
タ
ー
）

氏
と
、
彼
を
ソ
ウ
ル
か
ら
タ

ク
シ
ー
に
乗
せ
て
、
光
州
に

向
か
っ
た
タ
ク
シ
ー
運
転
手

の
故
キ
ム
・
サ
ボ
ク
（
同
マ

ン
ソ
プ
）
氏
が
光
州
で
過
ご

し
た
数
日
間
を
メ
ー
ン
に
描

く
。マ

ン
ソ
プ
は
「
通
行
禁
止

時
間
ま
で
に
光
州
に
行
っ
た

ら
１０
万
�
を
支
払
う
」
と
い

う
言
葉
に
つ
ら
れ
、
ド
イ
ツ

人
記
者
ピ
ー
タ
ー
を
乗
せ
て

光
州
を
目
指
す
。
何
と
し
て

も
タ
ク
シ
ー
代
を
受
け
取
り

た
い
マ
ン
ソ
プ
は
機
転
を
利

か
せ
て
検
問
を
切
り
抜
け
、

時
間
ぎ
り
ぎ
り
で
光
州
に
入

る
。「

危
険
だ
か
ら
ソ
ウ
ル
に

戻
ろ
う
」
と
い
う
マ
ン
ソ
プ

の
言
葉
に
耳
を
貸
さ
ず
、
ピ

ー
タ
ー
は
大
学
生
の
ジ
ェ
シ

ク
と
フ
ァ
ン
運
転
手
の
助
け

を
借
り
、
撮
影
を
始
め
る
。

し
か
し
、
状
況
は
徐
々
に
悪

化
し
て
い
く
。

こ
の
映
画
で
描
か
れ
る
の

は
、
危
険
に
直
面
し
な
が
ら

も
最
後
ま
で
自
分
の
仕
事
を

成
し
遂
げ
る
男
た
ち
の
姿
で

あ
る
。
偶
然
出
会
っ
た
彼
ら

た
ち
が
持
ち
続
け
た
の
は
、

光
州
で
起
こ
っ
て
い
る
「
真

実
を
伝
え
る
」
こ
と
。
崇
高

な
使
命
感
を
持
つ
彼
ら
の
一

人
が
欠
け
て
も
、
光
州
の
真

実
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
に
違
い
な
い
。

タ
ク
シ
ー
運
転
手
に
韓
国

映
画
界
の
名
優
ソ
ン
・
ガ
ン

ホ
、
ド
イ
ツ
人
記
者
に
ド
イ

ツ
の
ベ
テ
ラ
ン
俳
優
ト
ー
マ

ス
・
ク
レ
ッ
チ
マ
ン
。
そ
し

て
唯
一
無
二
の
存
在
感
を
放

つ
ユ
・
ヘ
ジ
ン
、
若
手
実
力

派
リ
ュ
・
ジ
ュ
ン
ヨ
ル
が
出

演
し
て
い
る
。

古
宮
博
物
館
が

競
売
会
社
通
じ
て

韓
国
文
化
財
庁
国
立
古
宮

博
物
館
は
昨
年
１１
月
、
韓
国

の
文
化
販
売
業
者
が
日
本
の

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
落
札
し
た

『
孝
宗
実
録
』
１
冊
（
巻
２０
）

を
、
先
月
１５
日
に
競
売
会
社

を
通
じ
て
購
入
し
た
と
、
２

日
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
実
録
は
、
日
本
に
よ

る
植
民
地
時
代
の
１
９
１
３

年
に
、
当
時
の
日
本
帝
国
が

東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館

に
所
蔵
さ
れ
、
２３
年
の
関
東

大
震
災
で
焼
失
し
た
と
思
わ

れ
て
い
た
朝
鮮
王
朝
実
録
の

『
孝
宗
実
録
』
で
、
こ
の
ほ

ど
１
０
０
年
ぶ
り
に
韓
国
に

戻
っ
た
。

こ
の
孝
宗
実
録
は
、
国
宝

１
５
１
―
３
号
に
指
定
さ
れ

た
「
五
台
山
史
庫
本
」
の
一

部
で
、
ソ
ウ
ル
大
学
奎
章
閣

韓
国
学
研
究
院
に
あ
る
「
鼎

足
山
史
庫
本
」
（
国
宝
１
５

１
―
１
号
）
、
釜
山
国
家
記

録
院（
国
宝
１
５
１
―
２
号
）

が
所
蔵
し
て
い
る
本
と
同
じ

版
本
で
あ
る
。
編
さ
ん
時
期

は
１
６
６
１
年（
顕
宗
２
年
）

だ
。江

原
平
昌
郡
の
五
台
山
史

庫
本
に
保
管
さ
れ
て
い
た
朝

鮮
王
朝
実
録
は
、
計
７
８
８

冊
だ
っ
た
が
、
関
東
大
震
災

以
降
は
７４
冊
だ
け
が
残
っ
て

い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

国
立
古
宮
博
物
館
は
６
月

２４
日
ま
で
、
常
設
展
示
室
で

今
回
購
入
し
た
孝
宗
実
録
を

公
開
す
る
。

新たに見つかった「孝宗実録」（文化財庁提供）
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近
代
化
・
高
速
化
の
波
が
押
し

寄
せ
て
い
る
韓
国
の
鉄
道
。
線
形

改
良
に
よ
る
ル
ー
ト
変
更
に
よ
っ

て
、
多
数
の
昔
懐
か
し
い
駅
が
失

わ
れ
た
。
文
化
財
と
し
て
登
録
さ

れ
た
駅
も
次
々
と
お
役
御
免
と
な

り
、
多
く
は
ぽ
つ
ん
と
駅
舎
だ
け

が
保
存
さ
れ
て
い

る
。そ

ん
な
中
で
、

奇
跡
的
に
現
役
で
生
き
残
り
そ
う

な
駅
が
あ
る
。
蔚
山
広
域
市
の
郊

外
に
あ
る
、
東
海
南
部
線
南
倉
駅

だ
。南

倉
駅
は
、
１
９
３
５
年
に
東

海
南
部
線
の
全
通
と
同
時
に
開
業

し
た
。
駅
舎
は
、
開
業
当
時
か
ら

使
わ
れ
て
い
る
木
造
駅
舎
。
日
本

に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
駅
だ
が
、

駅
舎
の
入
口
に
切
妻
屋
根
を
設
け

ず
、
ひ
さ
し
の
み
を
置
い
た
、
韓

半
島
で
よ
く
見
ら
れ
る
ス
タ
イ
ル

だ
。
一
方
線
路
側
に
ま
わ
る
と
、

二
つ
の
切
妻
屋
根
を
ず
ら
し
て
重

ね
た
、
珍
し
い
構
造
を
備
え
て
い

る
。
駅
舎
側
面
上
部
に
見
え
る
丸

窓
は
、
昭
和
初
期
に
日
本
で
流
行

し
た
意
匠
。
２
０
０
２
年
に
全
面

的
な
改
修
が
行
わ
れ
た
が
、
基
本

的
な
駅
の
構
造
は
保
存
さ
れ
、
２

０
０
４
年
に
は
大
韓
民
国
近
代
文

化
遺
産
と
し
て
登
録
文
化
財
１
０

５
号
に
登
録
さ
れ
た
。
２
０
１
８

年
現
在
、
韓
国

で
文
化
財
登
録

さ
れ
た
駅
舎
は

全
部
で
２４
カ
所

あ
る
が
、
南
倉

駅
は
現
役
の
駅

と
し
て
初
め
て

登
録
さ
れ
た
駅

で
あ
る
。
駅
の

隣
に
、
か
つ
て

鉄
道
職
員
の
住

宅
と
し
て
使
わ

れ
た
建
物
が
現

存
し
て
い
る
の

も
興
味
深
い
。

蔚
山
広
域
市

南
部
の
平
野
に

位
置
す
る
南
倉

の
集
落
は
、
土

地
が
肥
沃
で
昔

か
ら
農
業
が
盛
ん
な
地
域
だ
。
開

業
当
時
は
駅
に
隣
接
し
て
穀
物
倉

庫
が
置
か
れ
、
貨
物
列
車
が
頻
繁

に
発
着
し
た
と
い
う
。
今
で
は
貨

物
は
取
り
扱
っ
て
い
な
い
が
、
毎

月
３
と
８
の
付
く
日
に
は
駅
の
す

ぐ
近
く
で
市
場
が
開
か
れ
て
い

る
。駅

前
か
ら
、
７
１
５
番
の
バ
ス

に
乗
っ
て
２０
分
ほ
ど
。
海
水
浴
場

で
有
名
な
鎮
下
（
ジ
ナ
）
を
訪
れ

よ
う
。
バ
ス
を
降
り
て
集
落
の
山

側
に
目
を
向
け
る
と
、
日
本
で
暮

ら
す
人
に
は
見
慣
れ
た
、
し
か
し

違
和
感
を
感
じ
る
光
景
が
見
え
る

は
ず
だ
。
武
者
返
し
の
あ
る
反
り

返
っ
た
石
垣
。
ひ
と
目
で
、
日
本

の
城
の
石
垣
と
わ
か
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
は
、
西
生
浦
倭
城
。
壬
辰

倭
乱
（
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
）

の
際
、
加
藤
清
正
が
築
い
た
城
郭

の
跡
だ
。
石
垣
は
、
当
時
の
海
岸

か
ら
山
頂
ま
で
取
り
囲
む
よ
う
に

続
い
て
お
り
、
日
本
の
軍
勢
の
多

く
が
、
こ
こ
か
ら
韓
半
島
に
上
陸

し
た
。

山
頂
に
は
、
本
丸
の
石
垣
が
ほ

ぼ
完
全
な
形
で
残
る
。
天
守
な
ど

の
建
築
は
す
べ
て
失
わ
れ
た
が
、

そ
の
構
造
は
ま
さ
し
く
日
本
の
城

だ
。
日
本
に
残
る
城
跡
は
、
ほ
と

ん
ど
が
江
戸
時
代
に
幕
府
の
威
光

を
示
す
施
設
に
作
り
変
え
ら
れ
た

も
の
だ
が
、
西
生
浦
倭
城
は
、
戦

闘
用
城
郭
の
構
造
を
よ
く
残
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
の
城
郭

研
究
の
貴
重
な
資
料
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
の
が
皮
肉
だ
。
春
に
は

本
丸
跡
に
桜
が
咲
き
誇
り
、
鎮
下

の
穏
や
か
な
海
岸
も
見
晴
ら
せ

る
。そ
の
美
し
さ
に
、心
が
痛
む
。

日
韓
に
横
た
わ
る
歴
史
を
、
近

代
、
そ
し
て
戦
国
時
代
の
両
面
か

ら
観
察
で
き
る
南
倉
駅
。
こ
こ
を

通
る
東
海
南
部
線
で
は
、
ご
多
分

に
漏
れ
ず
複
線
電
化
工
事
が
進
行

中
だ
。
完
成
す
れ
ば
、
釜
山
広
域

市
の
釜
田
駅
と
、
蔚
山
広
域
市
の

太
和
江
駅
の
間
を
地
下
鉄
と
同
じ

近
代
的
な
通
勤
電
車
が
走
る
。
半

分
以
上
の
区
間
が
直
線
と
ト
ン
ネ

ル
主
体
の
路
線
に
作
り
直
さ
れ
、

途
中
駅
も
多
く
が
移
転
あ
る
い
は

新
設
さ
れ
る
。

そ
ん
な
中
、
南
倉
駅
周
辺
の
区

間
は
幸
運
に
も
移
転
を
免
れ
た
。

文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
駅
舎
は
、

今
後
も
町
の
玄
関
で
あ
り
続
け
る

だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
昔
な
が
ら

の
客
車
列
車
が
発
着
す
る
光
景
を

見
ら
れ
る
の
は
あ
と
わ
ず
か
。
釜

田
駅
か
ら
１
時
間
弱
と
手
軽
な
場

所
に
あ
る
の
で
、
今
の
う
ち
に
訪

れ
て
お
き
た
い
。

（
フ
ォ
ト
ラ
イ
タ
ー
）

線
路
側
か
ら
見
た
南
倉
駅
の
駅
舎
。
三
角
屋
根
を

２
つ
重
ね
た
珍
し
い
デ
ザ
イ
ン

文
化
財
登
録
駅
舎
の
第
１
号

文
化
財
庁
は
、
忠
清
南
道

の
有
形
文
化
財
で
あ
る
「
西

山
明
宗
大
王
の
胎
室
と
碑
」

を
国
家
指
定
文
化
財
宝
物
第

１
９
７
６
号
に
指
定
し
た

と
、
先
月
２６
日
明
ら
か
に
し

た
。胎

室
と
は
、
朝
鮮
王
室
で

子
ど
も
が
産
ま
れ
る
と
、
胎

（
へ
そ
の
緒
や
胎
盤
）
を
壺

に
奉
安
し
た
後
に
造
成
さ
れ

た
施
設
だ
。
朝
鮮
胎
室
遺
跡

の
中
に
は
、
「
星
州
世
宗
大

王
者
胎
室
」
が
史
跡
第
４
４

４
号
に
指
定
さ
れ
た
が
、
宝

物
に
指
定
さ
れ
た
の
は
今
回

が
初
め
て
に
な
る
。

１
５
３
８
年（
中
宗
３３
年
）

の
建
立
当
時
、
胎
室
と
共
に

「
大
君
椿
齡
阿
只
氏
胎
室
碑
」

１
基
が
建
て
ら
れ
た
。
以
後

明
宗
が
即
位
し
た
翌
年
で
あ

る
１
５
４
６
年
に
「
主
上
殿

下
胎
室
碑
」が
１
基
作
ら
れ
、

１
７
１
１
年
に
同
名
の
碑
石

１
基
が
追
加
で
製
作
さ
れ
、

現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
た

胎
室
１
基
と
碑
石
３
基
が
完

成
し
た
。

胎
室
は
、
８
角
形
の
欄
干

石
の
真
ん
中
に
置
か
れ
て
お

り
、
胎
室
に
奉
安
さ
れ
て
い

た
胎
の
壺
と
亡
者
の
個
人
情

報
を
記
し
た
誌
石
は
、
日
本

植
民
地
だ
っ
た
１
９
２
８
年

頃
、
京
畿
高
陽
市
に
あ
る
西

三
陵
に
移
さ
れ
た
。
１
９
９

６
年
に
国
立
文
化
財
研
究
所

の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
収
拾

さ
れ
、
今
は
国
立
故
宮
博
物

館
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

在
日
韓
国
人
２
世
の
野
菜

の
画
家
、
呉
貞
子
さ
ん
が
、

有
機
野
菜
を
育
て
る
楽
し
さ

を
知
っ
て
ほ
し
い
と
、
自
ら

育
て
た
朝
鮮
カ
ボ
チ
ャ
の
種

を
先
着
６０
人
に
、
サ
ン
チ
ュ

（
原
種
）
の
種
を
先
着
２０
人

に
提
供
す
る
。

カ
ボ
チ
ャ
の
種
は
６
粒
、

サ
ン
チ
ュ
は
プ
ラ
ン
タ
ー

（
大
）
の
１
回
分
と
な
る
。

希
望
者
は
、
事
前
に
在
庫

を
確
認
し
た
上
で
、
返
信
用

封
筒
に
９２
円
切
手
を
貼
り
、

住
所
と
名
前
、
左
下
に
希
望

の
種
の
名
前
を
書
き
入
れ
る

（
２
種
類
も
可
）。

呉
さ
ん
が
提
供
す
る
カ
ボ

チ
ャ
と
サ
ン
チ
ュ
の
種
の
発

芽
は
今
年
に
限
ら
れ
る
。
関

東
地
方
で
は
、
カ
ボ
チ
ャ
は

今
月
中
旬
～
５
月
中
旬
頃
、

サ
ン
チ
ュ
は
今
月
中
旬
～
５

月
中
旬
と
８
月
中
旬
～
９
月

中
旬
の
２
回
ま
け
る
。
カ
ボ

チ
ャ
に
つ
い
て
は
、
ミ
ツ
バ

チ
の
減
少
に
よ
り
、
受
粉
が

不
十
分
で
あ
っ
た
場
合
は
実

が
育
た
な
い
こ
と
も
あ
る
。

送
り
先
は
、
〒
１
９
４
―

０
０
１
３

東
京
都
町
田
市

原
町
田
１
―
２４
―
１１

呉
貞

子
宛
。
電
話
（
０
４
２
・
７

２
８
・
１
２
４
７
）。

◇

◇

◇

京
都
・
下
京
区
の
「
タ
キ

イ
種
苗
通
販
」
で
、
エ
ゴ
マ

小
袋
（
２
１
６
円
）
と
チ
マ

サ
ン
チ
ュ
（
３
４
６
円
）
が

注
文
で
き
る
。
チ
マ
サ
ン
チ

ュ
は
赤
葉
（
茶
色
）
か
青
葉

（
緑
色
）
か
を
指
定
。
送
料

一
律
２
０
０
円
。

申
し
込
み
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ（
０

７
５
・
３
４
４
・
６
７
０
７
）、

葉
書
き
（
〒
６
０
０
―
８
３

０
２

京
都
府
京
都
市
下
京

区
梅
小
路
通
猪
熊
東
入
南
蛭

子
町
１
８
０
）
の
場
合
は
住

所
、
名
前
、
種
の
名
前
を
記

載
す
る
こ
と
。
注
文
後
、
種

と
振
込
用
紙
が
届
く
。
タ
キ

イ
ネ
ッ
ト
通
販
は
（http

:
//shop.takii.co.jp/

）。

加
藤
清
正
が
築
い
た
西
生
浦
倭

城
。
戦
国
時
代
の
日
本
が
朝
鮮
を

侵
略
し
た
こ
と
を
実
感
で
き
る

◆ユネスコ「世界の記憶」登録
記念特別展「京・近江の朝鮮通
信使」

〈１期〉４月１日～５月２９日
〈２期〉６月１４日～８月２１日。
高麗美術館（京
都・北区）。１０
～１７時開館。水
曜日休館（ただ
し５月２日は開
館）。特別展入
場料一般７００円
ほか。

同展では、京
都、滋賀を中心
にした善隣友好
の歴史を展示す
る。展示は朝鮮
通信使瓦人形	
写真	（近江八
幡市蔵）〈１期〉、朝鮮通信参帰
路行列図（部分）〈１・２期〉
ほか。

問い合わせは同館（０７５・４９１・
１１９２）。詳細はＨＰ。
◆古往今来―高麗李朝 古陶磁
展

１２～２１日。赤坂游ギャラリー

（東京・千代田区）。１１～１９時
開廊。会期中は休まず営業。

朝鮮朝時代前期（１５、１６世紀）
の粉引大鉢＝写真、刷毛目鉄絵、
井戸、黒釉
と 浅 川 伯
教、巧兄弟、
柳宗悦によ
って紹介さ
れた朝鮮朝
中期（１７世
紀後半～１８
世紀前半）の白磁の逸品を中心
に３２点を展示する。

問い合わせは同ギャラリー（０
３・３５９５・７１１１）。
◆朝霞―８作家の出会い １９日
まで。韓国文化院ギャラリーＭ
Ｉ（東京・新宿区）。１０～１７時。
無料。

丸沼芸術の森（埼玉・朝霞市）
で制作活動を行う４作家と滞在
制作を行った４作家の多様な作
品を通し、韓日両国アーティス
ト同士の交流を展示で紹介す
る。作品は絵画、立体などの現
代アート作品。

初日１７時からオープニング・
セレモニー開催。予約不要、無
料。〈アーティスト・トーク〉１
４日１４～１５時。予約不要、無料。

問い合わせは同院（０３・３３５７
・５９７０）。

◆トヌム―脈を通し我を探しゆ
く―

２１日。山本能楽堂（大阪・中
央区）。１回目１３時開演、２回
目１６時開演。前売り３５００円、当
日４０００円。

１９９７年に結成された国楽グル
ープ「テハンサラム」の代表で
ある 金 星 勲
が、４０歳を迎
えて始まった
１６年ソウル、
１７年同能楽堂
に続 く 第 ３
弾。昨年に引
き続き舞踊を
中心に構成。
ゲストは在日
の安聖民（パ
ンソリ）、李
美香（ヘグム）。

プログラムは、僧舞、パンソ
リ、金星勲流ソンバンソルチャ
ンゴ＝写真、へグム独走ほか。

予約・問い合わせは金（０９０・
４０３７・５８５５）。

文
法
や
表
現
だ
け
で
な

く
、
韓
国
と
日
本
の
文
化
の

違
い
に
つ
い
て
も
学
べ
る
魏

聖
銓
著
の
学
習
書
『
韓
国
と

日
本
―
く
ら
べ
て
学
ぶ
中
級

韓
国
語
』
が
、
朝
日
出
版
社

か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

本
書
で
は
、
１２
場
面
の
会

話
文
で
生
き
た
韓
国
語
に
触

れ
な
が
ら
、
中
級
で
は
欠
か

せ
な
い
「
７
つ
の
不
規
則
活

用
」
「
連
体
形
」
な
ど
、
Ｔ

Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
初
級
、
ハ
ン
グ
ル

能
力
検
定
５
級
や
４
級
に
使

え
る
文
法
と
表
現
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
韓
国
の
名
所
紹
介

で
は
、
例
え
ば
食
文
化
に
つ

い
て
は
鷺
梁
津
水
産
市
場
と

同
時
に
築
地
市
場
を
取
り
上

げ
る
こ
と
で
、
写
真
を
通
じ

て
韓
国
の
文
化
に
興
味
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て

い
る
。

定
価
２
４
０
０
円
＋
税
。

問
い
合
わ
せ
は
朝
日
出
版

社
（
０
３
・
３
２
３
９
・
０

２
７
１
）。

文
化
の
違
い
も
学
べ
る
語
学
書

南 倉２７ 東海南部線

韓国野菜の種どうぞ！
�画家・呉貞子さん�

「有機栽培の楽しさ知って」

胎
室
で
初
の
宝
物
指
定

西
山
明
宗
大
王

碑
石
３
基
含
め
て

日
本
で
不
明
「
朝
鮮
王
朝
実
録
」

１００
年
ぶ
り
韓
国
に
戻
る

光光
州州
事事
件件
のの
実実
情情
伝伝
ええ
たた

ドド
イイ
ツツ
人人
記記
者者
とと
決決
死死
行行

映映画画「「タタククシシーー運運転転手手」」
２１日から公開

新 刊 紹 介

（６）２０１８年４月１１日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２８９６号


